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＜論壇＞地域特性に密着した林業技術を

－山村地域の活性化に向けて．
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地域特性に密着した林業技術を
－山村地域の活性化に向けて－
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はじめに 地球規模での環境問題への関心の高まりを受けて，国の内外を問わず森林につ

いての話題が盛んに論議されるようになってきている。国土の過半が森林で占め

られているわが国においては，木材をはじめとする林産物の供給という面のみな

らず，良好な自然的環境の維持に大きく寄与しうる森林への期待はかなり高まっ

ている。

このような情勢を念頭に置いて，多様な期待にこたえるべく，林業経営者はも

とより，多くの行政担当者，研究者，技術者などはさまざまな努力をされている。

この結果，広汎な林業技術の内容は，その全般にわたって往時に比すると格段に

進歩してきている。同時に，行政の側もいろいろの施策を打ち出しておられ，平

成3年度からは，健全な森林の保続や山村の活性化を目標に，流域を一体的に管

理していこうとする流域管理システムが実行に移され，また，平成4年度からは，

昭和35年からの治山事業と同じように,財政的に一応裏打ちされた長期的な計画

の下で，造林ならびに林道の各種事業を整然と進めやすくする森林整備事業計画

が発足している。

昭和30年前後から大々的に始まった森林生産力増強計画によって,わが国の人

工造林面積は全森林面積の40%を超え,最近の森林の生長量は年間1億㎡以上と

見込まれている。このことは，到来させようとする国産材時代への明るい材料の

基本となるものであり，加えて，技術の進歩や行政的施策の推進さらに，国民

的な関心の高まりを考えると，森林に取り囲まれた山村地域はかなり活性化して

よいように思える。

しかし，現実はかなり厳しい面が多く残されている。材価の低迷，過疎化，老

齢化などの条件に悩まされて，放置状態にせざるをえない森林が各所に見られ，

また，平成3年9月のような風害に見舞われると，有名林業地域の中からも，林

業経営を放棄せざるをえない方々が数多く出てくることとなる。

活性化という点から見れば逆境ともいうべき波は，なんとしても押し返した

いものである。林業技術の推進のみで解決しうるものではないが，森林に対す

る関心の高まりを十分に受け止め，これまでの技術展開をさらに工夫していく

ことも，森林管理の停滞や山村地域の活性化に資する面は少なくないという前

提で，今後の技術開発上重要と思われる事項を思いつくままに述べさせていただ

く。

＊日本大学

農獣医学部林学科

材藥技術No.6121993.3



山村地域の定義はいろいろあろうが，ここでは単純に，林業技術を展開する山

村を含めた森林地域と考え，活性化の内容も，そこで仕事をする人々が生き生き

と作業し，その結果，健全な森林が保続的に維持されて，さまざまな森林の効用

が適切に発揮され続けるという程度の理解で話を進めていく。

丸太をはじめとする林産物の往来が盛んであり，少々の異常気象に見舞われて

も林地に起因する災害もなく，さらに，場所によっては森林関係以外の方々が森

林地域に適宜入り込み，レクリエーションや自然観察などを通じて森林への正し

い理解が着実に広まっていくことが，活性化している山村地域の一般の姿であろ

う。

この方向に向かって，適地適木の意図の下に各種の造林技術や施業技術は高度

化され，機械化を含めた伐出技術や，安全な国土としていくための治山技術も大

幅に進歩してきている。森林地域に続く下流部の住民に対する水資源の確保や，

都市部の方々の保健休養的な効用を果たす森林機能の充実についても，さまざま

な技術的検討力功pえられている。

にもかかわらず，いま一つ山村地域の活性化が進まないのはなぜであろう。

活幽上への対応の主役は行政上の巧みな手だてということになろうが，かつて，

行政担当者から次のような話をうかがったことを思い出す。

行政的な施策は，“世論の動向”と，“それに基づいた施策の展開が技術的に見

て可能か否かの判断”と，さらに，“これまでの組織･制度･予算などの下での実

績”を勘案して立案され，それらがうまくかみ合ったときに，その施策の実効が

上がっていくという。要するに，世論と技術と実績の3者が有機的に関連し合う

ことがきわめて重要であるということであった。

この考えで山村地域の活性化の問題を検討してみると，林業技術としては，技

術をさらに掘り下げて，各種の新しい技術を展開しうるか否かについて正しく判

断できるようにすることも大切であるが，さらに，その技術展開の結果が，世論

とまではいかないまでも，数多くの一般の方々からの実質的な賛同を得ることが

不可欠の要素と思える。

森林地域全体から見れば限られた地区になろうが,100ha程度以上にわたって，

蓄積豊かな森林を所有しておられる経営者や企業体の中には，木材生産→伐出→

販売に至るシステムを確立され，生き生きとした林業経営をされている方々がお

られる。小規模の森林所有者が多い地域の中にも，森林組合や各種の林業事業体

などがうまく機能している所では，保育作業の共同化や販売ルートの安定化が図

られ，山村の活幽この芽が大きくなっている地域が見られる。

山村の活性化が進みつつある所では，販売を通じて林業関係者以外の方々から

の評価を得ており，それにこたえるべく，いろいろの個別の林業技術を当該地域

の自然的条件のみならず社会経済的な条件にもマッチした形で組み合わせ，しだ

いにその実績を伸ばしておられると見てよかろう。

現在の山村が相対的に見てなかなか活性化しないのは，森林の持つ宿命的とも

いうべき要素とのからみは大きい。しかし，林業技術の面でも，個々の技術は進

んでも，それらを地域の特性に見合った形で総合化し，その結果，林業関係者以
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I

評価されにくい

林業技術

外からの具体的な理解を得るという面で不十分な所が残されていることは反省し

なければなるまい。

世論の支持を得ながら山村の活性化を図っていくには，林業技術の成果をわか

りやすい形で林業関係以外の人々に理解されることが必要といっても，ほかの業

種の諸技術に比して，林業関係の諸技術はなかなか評価されにくい側面を持って

いる。

工業や医療の分野などでは，1つの技術開発あるいは1つのメカニズムの解明

が直ちに大きな反響を呼び，それが直接的に世の人々の評価を高めうることが多

い。農業の分野でも，個別的な技術の成果が，産物の品質やコストを通して多く

の人々から直ちに高い評価を得る場合がある。これに対し，林業技術の場合には，

いかに巧みな個別の林業技術を開発しても，その成果が一般の社会にどのような

効用を発揮するかを理解していただくには，かなりの補足的な説明を要する場合

が多い。内容によっては，個別の林業技術の成果だけでは，地域の活性化に結び

付けられないケースもある。

他の業種の技術に比して，林業技術は成果と一般の方々の実生活との関連が間

接的であり，総じて，いくつかの個別技術を組み合わせないと世論の評価が高ま

りにくいことが第1に指摘される。

次に考えられるのが，森林への期待の多様性である。

森林はさまざまな機能を持っているため，世間からいろいろの期待をされるの

は当然であり，そのこと自体は林業関係者にとってきわめて心強いことである。

ただ，それだけに1つの技術成果が素直に評価されない場も少なくない。

例えば，新しい効率のよい木材伐出技術が開発されたとしても，それは森林の

水土保全機能を低下させる方向に作用するのではないかとか’森林レクリエーシ

ョン技術の高度化についても，それによる入込者の増加によって自然環境が破壊

されるのではないかとの異論も出る。

“開発と保全"の両面を克服していかなければならないのは林業技術の大きな特

徴の1つであろう。他の分野では，開発系列の技術と保全系列の技術は別個のグ

ループで検討されることが多い点を考えると，林業技術は2つの評価基準を同時

にクリアしなければならないものが多いことも，世間一般の理解を得にくくして

いる1つの要因と思われる。

さらに，新しい技術を駆使した効果が明瞭に把握されるようになるまでには，

かなりの期間が必要になることも阻害要因の1つに挙げられる。

いろいろの技術の開発・改善によって，最終的には望ましい森林の姿に誘導し，

それを維持していくことが林業技術の目標であろう。しかし，種々の検討の結果，

望ましい林相とか施業法を提案しえたとしても，それを実証するには，森林の内

容が現実に向上するまでの期間を要し，それは数年というような短期ではない。

なるべく早く，なるべく単純な形で評価したがる世間の風潮から見ると，このこ

とも，林業技術力評価されにくい一因となっていることも事実である。

林業技術No.6121993.3



他の分野に比して評価されにくい林業技術ではあっても，これを克服して，一

般の方々からよりいっそうの理解を得ていくには，森林の管理目標を具体的にす

るため，地域特性に応じて森林地域の性格区分をしていくことが最初の重要課題

と思える。

森林は多様の効用を持っているため，単一の目標の下に森林を取り扱っていき

にくい面はある。しかし，広大な森林を考えると，生育している地域の自然的あ

るいはそこにかかわる地域の社会的な条件によって，望ましい森林像や，そこで

展開されるべき主要な技術は変わってこよう｡例えば,全国の森林の30ないし40

％程度は木材生産を重視していくべき森林であろうし，その他の森林の中には，

治山治水上の配慮や，保健休養的な機能に着目していくことが適切であると思わ

れる森林が混在する。当然2つ以上の目標を考慮しなければならない森林もあろ

うし，また，いずれのケースでも遵守すべき共通的な林業技術はある。しかし，

地域の活性化を図っていくには，さまざまな特性を持った森林を，どのような姿

に誘導すべきかを概略的にせよ区分して考えていかないと，個別的な技術を組み

合わせるとか，各種の技術成果を地域住民の方々に明確に表現していくことは困

難と言わざるをえない。

これまでにも，“森林の機能区分"の名の下に，各森林の小班ごとに重視すべき

機能が明らかにされ，各機能ごとの目標林相の大要が示されている。しかし，重

視すべき機能の決定については，当該林地の自然的な条件を主体に考えられてい

るため，それぞれの森林を好ましい姿に誘導したとしても，その結果がどれだけ
あいまい

地域一帯へ貢献できるのかが暖昧となって，林業部内でも確たる評価は得ていな

い。

今後の林業技術の発展を考えると，森林地域での自然条件や林相のみならず，

森林を取り巻く地域全体の社会経済的な条件にも着目し，森林に対する外部から

の要請も組み込んだ形の森林地域特性区分に前進させていきたいものである。

次に挙げられるのが，個別技術の総合化の問題である。

技術の開発や改善を考える場合，まず，問題となる事象のメカニズムの解明や

実態解析が行われる。この際，きれいな成果を出そうとすればするほど対象を絞

り，測定不能の因子については，許される範囲の仮定を行って取りまとめられる

こととなる。このようにしていろいろの技術の向上が図られているが，森林とい

う複雑な対象について，しかも，変化に富む条件が複合している地域単位の技術

としてレベルアップさせていこうとすると，分析的な検討のみでは不十分な面が

出てくる。

例えば，木材を永続して省力的に，あるいは低コストで木材市場や製材工場な

どに搬入させようとした場合，樹種別の育林技術の向上だけでは解決されず，木

材資源量の内容，所在する林分の位置，伐出方法などを関連させながら技術の体

系化をしていかないと，現状からの脱皮は期待しにくい。

分化と総合という概念は，すでに言い古されている。分化させて検討レベルを

深化していくことはもとより重要であるが，一方，これまで分析的に解析された

成果を総合化し，地域の特性にマッチした適正な森林管理に資する技術の体系化

5
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あとがき

を図っていくという思想の導入，さらには，そのための組織やグループの増加が

きわめて重要であるという気がしてならない。

さらに必要と思われることは，技術の検証が行える大規模の長期試験地の設定

である。

対象の複雑さや，結果を出すのに長期を要するものが多い林業技術の改善のた

め，収穫試験地や施業試験地，さらには量水試験地などのように，長期にわたる

調査研究が行われている実例はある。また，それほど長期でなくても，条件を異

にする多くの地区で，1つの新しい技術展開をチェックした実績は少なくない。

これらの結果によって，さまざまな科学的根拠や，新しい技術の端緒が見いださ

れた場合は多いが，これらの試験研究に供された場所は，大きく言えば地点であ

り，林地の中での諸現象の解明が主体である。

広域の地域を対象とし，その中の森林をどのような技術体系で対処していくべ

きかの話題となると，地点での成果からいろいろ類推して結論を誘導していくほ

かない場合がしばしばである。

この類推がおおむね了解される場合はそれでよいが，タ倍Mからの森林への関心

の高まりにこたえていくには，より正確な実態資料を持たないと，森林に対する

せっかくの期待を裏切る事態も十分に予想される。

木材生産，治山治水，保健休養などを主として考える地域ごとに，それぞれ数

百haとか数千haの地域を10カ所前後は全国に配置させたいものである。それぞ

れの地域でよかれと思われる技術を現実に実行し，どのような技術が地域全体に

どれだけ効果を発揮するかの実証も進めていかないと，いつまでも，林地内での

個別的なデータからの類推では許されまい。この試験地は，技術改善の拠点にな

ると同時に，国民の方々への技術のPRの好個の場になりうる。各試験地の実務

的な検討は，国有林の組織が中核となることがきわめて有効と思われる。

山村の活性化というような大きな問題をうんぬんするにしては，限られた局面，

常識的な領域のことしか記述できなかったかもしれない。また，木材需給の実態

や，国民の森林に対する期待などは，現在の動向のおおむね延長線上にあるであ

ろうことを前提にしている。

「豊かさ｣のコンセンサスとして，経済的な豊かさだけでなく，良好な環境や心

の充実感も含まれるようになってきている現在，森林や山村の価値はいつまでも

存在し続けることを信じている。

その価値をより現実的なものにしていくには，林業技術のサイドにおいても，

林業部内だけで評価されるのではなく，異業種の方々の知恵も取り込んで，世間

一般の方々からの理解を高めていくことが特に重要と思える。

適地適木の思想を発展させ，適地域適技術の概念の下，地域特性に密着した林

業技術を伸ばして，林業分野らしい活性化を着実に前進させていきたいものであ

る。

＜完＞

林業技術No.6121993.3
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葉枯らし材の害虫とその対策

はじめに

「葉枯らし」はスギ･ヒノキを伐倒したのち，枝

葉をつけたまま林内に放置して乾燥させる方法で

あり，例えば次のような利点を持っている2)｡①辺

材と心材の含水率が近くなるため，反りが起きに

くい。②含水率が減少するため，輸送や乾燥のコ

ストが減る。③材内の成分が変化するので，黒心

材が赤心となるなど価値が上昇する。

もちろん良いことずくめではない。伐倒した樹

木を野外に放置するわけだから，あたかも昆虫の

｢餌木｣を林内に置くようなものである。樹木に限

らず，生きている植物は一般に，敵，つまり植物

を食べる動物に対してなんらかの防衛手段を持っ

ていることが多い。樹木でいえば樹脂はその代表

的なものだろう。しかし，死んだ樹は防衛手段を

持たない。さまざまな虫が葉枯らし材にやってき

て加害するのも，考えてみれば当然なのかもしれ

ない。

私たちは，葉枯らし材の害虫相とその季節変化

などを明らかにするために，九州で試験を行った。

こうした情報が葉枯らし材の生産に必要であるこ

とはいうまでもないが，同時に台風などによる風

倒木も放置すれば葉枯らしと類似の条件に置かれ

るので，その点でも参考になると思われる。なお，

本研究は熊本営林局の依頼を受けて行った。また，

キクイムシ類の同定に関しては，前・森林総合研

究所森林動物科長，野淵輝氏にお世話になった。

記して感謝申し上げる。

1．試験方法

試験は熊本県矢部営林署管内，向原国有林のス

ギ・ヒノキ各1林分で行った。1989年5月から

1990年10月まで毎月，スギ，ヒノキそれぞれ3本

牧野俊一・吉田成章

(ただし1989年5月と6月は6本）を伐倒した。

葉枯らし材生産では，7～8月に伐倒されたもの

は約2カ月間，9～10月には約3カ月間,11月以

降では約4カ月間放置されることが多い。試験で

もこれに準じて，3～9月に伐倒したものは1

～3カ月，10～2月に伐倒したものは3～5カ月

放置した。なお便宜上，以下では3～9月を「夏

期｣，10～2月をr冬期」と呼ぶ。

所定の期間放置した材は，オオゾウムシやキバ

チ類の加害の有無を調べるため,地上高50cm,樹

高の中間部位,および上部の3カ所から各40cm長

の丸太をとって容器内に保存し，1年以上容器内

に保存して羽化を待った。残りの部分については

1m間隔で樹皮を剥ぎ,加害している昆虫の種類

と寄生数を調査した。なお調査の都合上，キクイ

ムシ類の寄生数は母孔（親虫が穿入した孔）の数，

その他は幼虫孔数で数えた。

2．加害種と加害時期

葉枯らし材の害虫は，樹体に孔をあける穿孔性

昆虫であり，加害部位によって大きく2つに分け

ることができる。つまり，主に内樹皮（靱皮）を

加害するもの（以下では仮に樹皮下害虫と呼ぶ）

と材部を加害するもの（同様に材部害虫と呼ぶ）

である。経済的な観点から見ると，樹皮下害虫の

被害は剥皮してしまえば目立たないので，さほど

問題にならないのに対し，材部害虫の被害は辺材

部，場合によっては心材部にまで及ぶため，材の

価値が大幅に下がる。

私たちの試験で得られた樹皮下害虫は，①ヒノ

キノキクイムシ，②コキクイムシの一種，③ヒバ

ノキクイムシ，④ヒメスギカミキリ，および⑤マ

スダクロホシタマムシの5種であった。一方材部

林業技術No.6121993.3
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図･1葉枯らし材害虫主要4種における，伐倒月ごとの加害数の変化
（伐倒木は夏期は1～3カ月，冬期は4～5カ月放置後，加害数を調査した。種ごとに縦軸の目盛りが異なるので注意）

害虫は，⑥ハンノキキクイムシと，⑦前種よりやヒノキノキクイムシは親虫が穿孔・産卵し，幼虫

や大型のキクイムシの一種が見られた。以上7種はそこから放射状に食い進むため，放射状の加害

のうち，②，③，および⑦は数が少なく，大部分痕が形成される(写真･1)。本種の幼虫も蝿になる

は他の4種で占められたので，以下でもこれらにとき辺材部を傷つけることがあるが，深さは2nlnl

的を絞ることにする。なお，オオゾウムシやキバほどである。上述のようにこうした樹皮下害虫の

チ類の加害は，今回の調査では見られなかった。被害は浅い辺材部にとどまるので，磨き丸太など

ヒノキノキクイムシは，ヒノキで圧倒的に多く，に使うのでなければ経済的に大きな影響はない。

ハンノキキクイムシは逆にスギで目立った(図・1)。ただし樹皮が剥がれやすくなるうえ，穿孔部分か

マスダクロホシタマムシとヒメスギカミキリはどらの変色や腐朽が生じやすくなる。

ちらでも見られた。マスダクロホシタマムシは体これに対しハンノキキクイムシは材部に4～5

長7～13Inn1の美しい甲虫だが，スギ・ヒノキの倒cmに及ぶ孔道を掘り，その先端に卵を数十個産み

木のみならず衰弱木も加害する。ヒメスギカミキつける。この孔道が製材するとピンホールとなつ

りも同様である。て現れる。材そのものを食うわけではなく，餌と

加害形態を詳しく見てみよう。マスダクロホシして特殊な共生菌（アンプロシア菌）を孔道内に

タマムシとヒメスギカミキリの幼虫は主に靱皮部植えつける。そのため孔道壁は黒く着色し，ピン

を加害するが，蠣室を作る際に辺材部に傷をつけホールはいっそう目立つ。アンプロシアキクイム

ることがある。傷の深さはマスダクロホシタマムシは，一般に加害する寄主の幅が広い。ハンノキ

シでは5n1m程度だが，ヒメスギカミキリは辺材部キクイムシも針広を問わず非常に多くの樹種を加

に深さ2cm以上の穿入孔を作ることもある。一方，害する3)。

林業技術N0.6121993.3
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されている。伐倒時期と放置期

間から加害が起こりうる時期を

推定すると，ヒメスギカミキリ

では5～9月，マスダクロホシ

タマムシでは6～9月となる。

また，材部害虫のハンノキキク

イムシは，4～7月伐倒のもの

のみを加害した。本種は年2世

代を経過して，最初の加害期が

4月中旬～5月，2回目は6月

以降とされる3》。私たちの試験

結果もこれと矛盾しない。

さらに，今回の試験でこそ見

られなかったが，オオゾウムシ

やキバチ類も決して珍しい虫で

はない。オオゾウムシは，地域

によって異なるものの，4～9

月の長期間にわたって産卵可能

と考えられる。その老熟幼虫は，

直径1cIn,長さ10cmもの大穴を

辺材部の年輪に沿ってあける

(写真･2)。葉枯らし材生産では

最もおそるべき害虫である。ま

た，代表的なキバチであるニホ

ンキバチも，6月下旬～10月上

旬に新成虫が羽化脱出するため，

産卵期は長い。幼虫孔は，やは

り8～9cmに達する。なおニホ

ンキバチは，生立木，伐倒木と

も産卵対象とするが，生立木に

産まれた卵は蛎化まで至らず死
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写真･1ヒノキノキクイムシの加害痕
(中央の直線部が親が掘った孔。幼虫はそこから放射状に食い進む）

夏期の葉枯らし材生産は虫害のおそれがあるた

め，一般に危険とされている。実際にそうだろう

か。伐倒月ごとに，葉枯らし後の被害数をまとめ

た（図・1)。1989年と1990年では結果がやや違う

が，両年合わせてみれば，ヒノキノキクイムシは

10月伐倒のもの，すなわち翌年1～3月に回収さ

れた材を除いてすべて寄生していた。したがって，

本種の加害は厳冬期を除いて常に生じうる。

これに対し，他の3種では加害時期がより限定

んでしまう'〕。

以上の点を考えると，一般的にいって夏期の葉

枯らし材生産は，やはり虫害の危険が大きいとい

わざるをえない。

3．防除法

冒頭に述べたように，葉枯らし材の生産方法そ

のものが虫にとって好適な資源を提供するような

ものだ。生産を厳冬期に限定すれば虫害のおそれ

はないが，それでは年間を通じた生産は不可能と

林業技術No.6121993.3
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写真･2オオゾウムシの食痕（スギ風倒木）
(割材したものを接着して，元の状態を再現した。脱出前の成虫が見られる。孔の延長は約10cm)

なる。効果的な防除法はないだろうか。

今のところ，それには否定的な答えしかできな

いが，対処法をいくつか挙げておこう。瀞在的な

被害がいちばん大きいオオゾウムシは，比較的湿

潤な場所を好む。櫛積み丸太では外側よりも内側

に積まれたものに，また，地面に置いた丸太では

地際部に加害が多い。したがって，葉枯らし材も

風通しのよい場所に置くことで被害をある程度回

避できると思われる。マスダクロホシタマムシや

ヒメスギカミキリと同じくオオゾウムシも，産卵

は粗皮の裂け目などに行う。したがって，剥皮し

てしまえばこれらの虫害は防げる。しかしこの方

法は，葉枯らし材生産にはそぐわないし，また，

剥皮で日割れが生じ，辺材が使用不能になる例も

報告されている41)。

キクイムシ類の予防法としては,MEPまたは

MPPの2%乳剤を200cc/nf散布によって,2"

月ほどの予防効果があるという．')。コストはかか

るが，ハンノキキクイムシの活動時期にこれを予

林業技術No.6121993.3

防散布するのが安全だろう。

いずれにせよ，現状では夏期の葉枯らし材生産

において決定的な予防法はない。それぞれの害虫

の生息密度や発生時期は，地域によって異なるの

が普通である。事前の適切なモニタリングによっ

て，問題の大きい材部害虫とは空間的・時間的に

隔離して生産を行うべきであろう。

(まきのしゅんいち・森林総合研究所九州支所昆虫研

究室，よしだなりあき･森林総合研究所昆虫管理研究
室）

引用文献

l)佐野明：ニホンキバチ，林業と薬剤122,17～24,
1992

2）野淵郷：スギ・ヒノキ葉枯らし材と風倒木に穿孔す

るキクイムシ類(1),林業と薬剤119,1～10,1991
3）野淵輝：スギ・ヒノキ葉枯らし材と風倒木に穿孔す

るキクイムシ類(III),林業と薬剤121,1～10,1992
4）野淵繩・遠田暢男・越智鬼志夫・五十嵐豊囚ヤナ

セスギ丸太を喰害する害虫の防除法,昭和52年度国有林
野蕊業特別会計技術開発試験成績報告書157～172,1978
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防火林道整備事業の創設と実施例

林野庁基盤整備課

川等の自然水利を利用),防火林道と他の防火歩道とを

連絡するための取付道，ヘリポートおよびヘリポート

と消火器材等の保管庫，林道等との間の取付道，ヘリ

ポートの排水施設等，尾根筋等の防火効果の高い箇所

において行う林道の側帯としての防火樹帯(幅は12m

を標準とする)，山火事防止啓蒙のための標識などを

設置・整備することができます。

なお，工事費・事務雑費の経費については，利用区

域森林面積500ha以上の場合，国庫補助率は50/100,

同500ha未満の場合45/100となっています。

3．開設の状況

平成4年度新規採択路線は全国で3路線であり，そ

の内訳は表･lのとおりです。

4．各路線の概要

(1)芳立林道

①計画の経緯：茨城県における林野火災は,過去10

年間の統計によると年平均150件の発生を見ています。

なかでも，日立市における昭和64年～平成元年,平

成3年の火災は，民家への類焼と被災面積の規模が大

きかっただけに，まだ記憶に新しいところです。

また，日立市では，森林と住宅地が近接する地域も

増加しており，それだけに山火事の延焼を受ける危険

性も増してきています。このような観点と山火事の教

訓から，山火事からの延焼を防止するため防火林道を

計画し，地域住民の安全を図ることとしたものです。

1．趣旨

わが国の経済，社会の発展に伴い国民の余暇ニーズ

も多様化し，年間を通じて，レクリエーション利用の

ための森林への入込者が増加していること，近年，山

間部への住宅地の建設の進行により，森林と住宅地が

近接する地域が増加していること等から，林野火災の

発生の危険度が増大してきています。

一方，ヘリコプター，消防車両等による近代的・機

動的消火体制の整備が進んでおり，森林地域において

も，これに対応する施設の整備が必要となっています。

このようなことから，林道の有する防火機能，消火

活動に果たす役割を高度に発揮するため，防火林道の

整備を図り，それによって林野火災の防止に役立てる

ものです。

2．事業の内容等

防火林道整備事業は，林野火災の消火活動を円滑に

実施し，林道の有する防火機能をより高度に発揮させ

ることを目的として，防火林道の開設と併せ，防火お

よび消火活動に必要な林道付帯施設を整備する事業で

す。林道施設の種類は，林道規程(昭和48年4月1日

付け48林野道第107号林野庁長官通達)に規定する自

動車道ですが，主として尾根筋等に開設する防火林道

については，2車線描造とすることができます。

付帯施設としては，防火水槽，貯水池（1基当たり

40nfを標準とし，消防水利については可能なかぎり谷

表･1開設の状況（単位：延長・幅員…m,面積．.ha,金額･･千円）

広域
普通
林道別

利用
区域
面積

4年度計画

延長|事業費|国費
輯
唾
全
画 開設計画県名 市町村名 路線名 幅員 全体事業費

８
８
９

Ｈ
Ｈ
Ｈ

－
一
一

４
４
４

Ｈ
Ｈ
Ｈ

茨城

埼玉

広島

日立市

玉川村
都幾川村

倉橋町

芳立

雀川上雲

寒那火山

普
〃
広

5.0

4.0

5.0

4,000

4,500

8,800

皿
”
”

０
２
７

５
７
３

０
０
０肌

200

350

270

22,223

57,700

55,000

10,000

25,965

30,250

燗
仰
、

ﾛ ロ

計 広域墓幹1路線，普通2路線 17.300 2.590.000 820 66.215134.923
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｜
C・L

ゴムシート

図・1貯水池の例(1)

I｜’
この防火林道と併せて，地区内における県有林にお

いても防火機能を備えた作業道が計画されており，ま

た，国有林の防火林道計画も含めて,民有林,国有林が

一体となった林野火災防止の取り組みがなされていて，

今後，この地域一帯は，林野火災から地域住民を守り

防ぐための整備ｶﾖｰ段と進むものと期待されています。

②路線の開設：起点は日立市諏訪町の県道日立・上

陸太田線より分岐し，区域内の鞍部を通過し，終点は

日立市諏訪町の市道39号線に連絡する幅員5.0m,全

延長4.0kmの普通林道です。

③林道付帯施設の整備計画：ア．林道の構造物を利

用した貯水池の作設(1箇所，図･1～2)，イ．ヘリコ

プター消化活動のためのヘリポートの作設（1箇所)，

ウ．ヘリポートへの取付道の作設（延長100m,幅員

50m),=.消化器材の倉庫の作設(1棟),オ．防火

樹帯の設置(延長2,000m),力．他の防火林道および

防火線との取付道の作設（延長500m,幅員5.0m),

キ．山火事防止啓蒙用の標識および立看板の設置（10

箇所，2枚)。

（日寒那火山林道

①計画の経緯：広島県安芸郡倉橋町は，半島振興法

の適用を受ける瀬戸内海の島で,森林面積は3,371ha

で，大部分が天然アカマツ林で占められています。

近年，この森林のほぼ全域に松くい虫の被害が見ら

れ，さらには，地表植生，気象条件等から林野火災の

発生が多く,過去10年間で318haの森林が消失し,そ

の被害額は推定で58百万円に上っています｡特に,昭

和63年12月に発生した林野火災は，焼失面積131ha

の大規模な火災となり，集落も近く，人家への延焼の

おそれがあることから避難が行われました。

この火災の森林焼失による森林の機能低下を回復す

るための早急な火災跡地の緑化，松くい虫防除対策お

よび林野火災からの近接集落への延焼防止が，この地

区の課題となっていました。

これらの問題を解消すること，およびこの林野火災

が大規模になる原因ともなった道路の未整備を解消し，

消火活動を円滑に実施するための道路の整備を図るた

図･2貯水池の例(2)

め，本地域を東西に縦断する防火林道を開設し，併せ

て防火水槽，貯水池，ヘリポート等の整備を，平成4

年度から実施することにしたものです。

②路線の開設：起点は倉橋町寒那の町道寒那線を起

点として，区域内の火山(標高455m)の中腹部および

鞍部を通過し，同町火山地区の県道呉・倉橋線に連絡

する幅員5.0m,延長881<mの広域基幹林道です。

③林道の付帯施設の整備計画：ア．林道の構造物を

利用した貯水池（1箇所)，イ．防火水槽（7箇所)，

ウ．ヘリポート作設(4箇所)，エ．ヘリポートの取付

道（延長150m),;j-.消火器材倉庫の新設(4棟),

力．防火樹帯の作設（延長500m)。

（3陰川上雲林道

①計画の経緯冒雀川上雲林道の施工される玉川村は，

古くは明治15年3月に当該林道の利用区域森林内か

らの出火により，近隣5町村を焼き尽くす大火にみま

われた経緯があり，近年は，首都圏の新たなベッドタ

ウンとして住宅の建設が盛んに行われ，山間部への住

宅建設が年々進行してきている現状にあります。また，

平成3年度から当該林道の起点側に雀川砂防ダム公園

がオープンし,森林レクリエーション目的の入り込み者

力轌加してきており，また，当該林道の利用区域内は

落葉広葉樹の二次林がほとんどを占めるため，山火事

シーズンは，煙草の不始末等の林野火災が懸念されて

います。

このような背景から，平成4年度から当村の民有林

に，消火活動を迅速かつ効率的に行い，また，防火樹

帯を造成することにより，林道の有する防火機能をよ

り高度に発揮させる防火林道雀川上雲線を計画するこ

とになったものです。

②路線の開設：村道1523号に接続する玉川村大字

日陰地内を起点として，都幾川村大字大河原地内の村

道1479号に接続する延長45km,幅員4.0mの普通

林道です。

林業技術No.6121993.3
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表･2防火性の高い樹種

推定による区分既往文献|こよる区分防火力

ニオイヒバ，ビワ，マルバシャリンパイ，カクレミ

ノ，シロダモ，チャ，ジンチョウゲ，ツルグミナ

ワシログミ，ムベ，ビナンカズラ，キズタ，オオバ

イボタ，マンリョウ，ジヤノヒゲゥオオバジヤノヒ

ゲ，ヤブラン，キチジヨウソウ

アスナロ，イヌマキ，コウヤマキ，コウヨウザン，

スダジィ，アカガシ，シラカシ，タブノキ，ヤブ

ニッケイ，モチノキ，クロガネモチ，ネズミモチ，

シヤリンバイ，カナメモチ，ヤマモモ，ダラヨウ，

ツバキ類，サザンカ，モッコク，サカキ，シキミ，

キョウチクトウ，サンゴジユ，マサキ，アオキ，ヤ

ツデ，ユズIノハ，ヒメユズリハ，カラタチ

大
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図・3防火樹帯タイプA(単位:m)

③林道の付帯施設の整備計画：ア．防火貯水槽（2

箇所)，イ．防火樹帯(延長1,200m),ウ．ヘリポート

(1箇所)，エ．山火事防止啓蒙用の標識の設置(12箇

所)。

5．設計に当たっての留意点

(1)防火樹帯の設置

森林の防火機能の詳細については参考文献に掲げた

図書等を参照していただきたいと思いますが，樹林の

防火効果をまとめると次のようになります。ア．火先

の正面を防ぐには,幅30m程度以上の樹林で,上木に

シイ類，シラカシの類を，下木としてヤツデ，アオキ，

ユズリハ，ヒメユズリハ等の常緑樹を植栽したもので

あれば十分である。しかし，その他の樹種であっても，

火が側面に延焼するのを防止する作用は，相当顕著で

ある。イ．植え込み，樹林または並木で下木が植栽し

岸植栽工一－十一防火林道一十一一植栽エー

図・4防火樹帯タイプB(単位:m)

てあるものは，ないものに比べて防火能力が大きいの

はもちろんであるが，下木としてヤツデ，アオキを植

栽したものは効果が特に著しい。ウ．防火帯の中央に

空地を設けて，内外2列に密植したものは，効果が大

きい。エ．並木の内側もしくは外側に空地があると，

防火能力はいっそう顕著となる。特に火災と接する側

に空地がある場合には，防火能力が大きくなる。

なお，防火性の高い樹種を表・2に，防火樹帯の例を

図・3～4に示しました。

E)ヘリポート設置の手引

防火林道整備事業で実施するヘリポートは，航空法

林業技術No.6121993.3
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転移表面
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図･6進入表面（単位:m)

着陸方向一一一離陸方向一一一
図･5着陸帯
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図・7転移表面（単位:m)

施行規則でいう蝪外離着陸場」に該当します。ヘリ

コプターの離着陸に必要な場所は，「着陸帯｣と呼ばれ

る四角のスペースだけです。しかし，場外離着陸場の

許可を受けるためには|9r進入表面と「転移表面」と

いう2種類の空域を確保する必要があります。

①着陸帯(図・5）：着陸帯とは航空機が離着陸を行う

ために設けられる飛行場の短形部分で,Hと表示され

ている部分です。着陸帯の大きさは，長さ・幅とも使

用ヘリコプターの投影面の1．2倍以上とされています。

②進入表面(図・6）：進入表面とは着陸帯の前後方向

(離着陸方向)に設けられる空域で，着陸帯に対し一定

以上の勾配を有する表面をいいます。進入表面の勾配

は，着陸方向と離陸方向で異なります。すなわち，着

陸する場合においては1/4勾配，離陸する場合におい

ては1/8勾配を確保する必要があります。

③転移表面(図・7）：転移表面とは，着陸帯および進

入表面の側面に設ける空域で，着陸帯に対し一定以上

の勾配を有する表面をいい，離着陸の際になんらかの

理由で通常のルートを外れた場合，脱出の安全等を図

るために設けるものです。転移表面の勾配は，原則と

して1/2で設定することとされています。

④進入区域(図・8～9）：進入区域の長さは2.000m

以下で,運輸省令で定める長さとなっています｡実際に

は500mが必要とされています。なお，立地条件によ

り進入経路（着陸経路）と出発経路（離着陸）が真っ

すぐに設定できない場合,最大離陸重量が2,700kgを

図･8進入区域(1)（単位:m)

原則例外
’
0’

5．

8

■ 図･9進入因或(2)

超えるヘリコプターは，135度以上の交角をもって進

入区域の設定をすることができることになっています。

⑤その他の留意事項がいくつかありますが，ここで

は省略します。

6．おわりに

防火林道整備事業の創設により，林道の有する防火

機能,消火活動に果たす役割を高度に発揮させ,地域住

民の住宅等はもとより，緑豊かな森林を林野火災から

守るものと，大いに期待されているところであります。

（文責：江川要）

参考文献

森林の公益機能解説シリーズ14の「森林の防火機能｣本山
邦博，後藤義明各氏共著，細日本治山治水協会発行
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林道の一般利用と民有林林道の公道移管

1．はじめに

週休2日制が浸透し，余暇時間も増大するよう

になれば，自家用車の普及，自然指向の強まりと

相まって，森林および山村地域がレクリエーショ

ンや保健休養目的に利用される機会が増えていく

ものと思われる。同時に，林道が一般市民に利用

される機会も多くなるが，林道は大量輸送を目的

とした都市部の道路とは異なり，地形・地質の影

響を強く受け，常に過酷な自然にさらされている。

一般市民が林道を利用する場合には，林業的利用

があることを踏まえながら，道路構造に対するそ

れなりの心構えを持って利用しなければならない

とともに，道路管理者としては一般利用者に対す

る通行上の安全を確保し，十分な管理を行ってい

かなければならない。ここでは，林道の一般利用

が多くなった場合の林道の在り方について考えて

みることにする。

2．わが国の林道事業の概要

周知のように，わが国の林道は大きく国有林林

道と民有林林道に分けられる2)。林道の一般利用

について考える前に，まず，これらの林道事業に

ついて整理をしておく必要がある。

国有林林道は，国有林野事業特別会計法に基づ

き，林野庁業務一課が主管課となっている。幹線

林道と事業林道があり，木材生産を主目的として

いる。したがって，国有林林道を一般利用者がそ

のまま通行することは危険であり，国有林にとっ

ても作業上，大いに支障になる。また，奥山の場

合には道路の管理を十分に行き届かせることは困

難であり，一方で貴重材の盗伐や動植物の違法採

集を引き起こすおそれもある。そのため，国有林

林道ではゲートを設けるなど，利用上の制約を設

酒井秀夫

けている。しかし，国有林が森林レクリエーショ

ンや保健休養目的などに利用される場合には，林

道も一般利用者に開放されることになる。その場

合，林道設計上の工夫と維持管理体制の整備が必

要になるとともに，伐採作業や自然条件等の状況

を勘案して利用時期等の制限が付されることにな

る。

民有林林道には，国庫補助事業林道と，県単独

補助林道，融資林道などの非国庫補助事業林道が

ある。国庫補助事業林道のうち，公共事業林道の

開設は，林野庁基盤整備課が主管課となっており，

非公共事業林道については，例えば林業赫造改善

事業は森林組合課というように，所轄の課が主管

となっている。林道の公共事業には，一般林道事

業と，農免林道整備事業，森林開発公団事業があ

る。このうち一般林道については，大きく分けて

広域基幹林道と普通林道がある。広域基幹林道は，

起点・終点が国・県道に連絡し，林業の生産性の

向上のほかに，地域の一般交通網としての一翼を

担っている。特に近年は，民有林・国有林が一体

となった流域を単位として，施業の共同化，高能

率機械の導入，労働力の調整等の基盤となる流域

ネットワークとしての期待が高まっている。普通

林道は，広域基幹林道等を補完して林業経営に直

接利用されるものである。一般林道事業の開設費

のほとんどは，国費および地方自治体費によって

いる(表・1)。開設費のほとんどが補助金に基づく

からといって，一般に直ちに開放すべきであると

いうことには短絡的にはならないが，これらの民

旬氷林道は林業のための多数の利用者がおり，ま

た地域の生活道としても利用されている。したが

って，特別の場合を除いてケートは設けられてい

林業技術No.6121993.3
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表｡l民有林林道事業開設費の負担割合（平成2年度） ない。もちろん自分の山に自己資金

で開設された非国庫補助の自力林道

はゲートが設けられ，道路の構造は

林道規程によらず，林業経営者のポ

リシーを反映したものとなっている。

3．林道の交通事故の実態と特徴

ここで，林道の交通事故の実態と

特徴について，林道安全協会報の記

事3>から見てみることにする。

林道の交通事故の発生件数は平成

3年度で198件(表・2)，死傷者数は

122人に達している（表・3)。レクリ

エーション関係が半数以上を占めて

おり(表・4)，事故の原因はスピード

の出しすぎが最も多く，ハンドル操

作の誤りと合わせて6割近くになる。

また，落石，路肩決壊，気象関係と

いった林道の構造，環境に由来する

ものが2割近くを占めている。林道

の転落事故は重大事故につながり，

交通量の少ない山間部であれば，事

故の救急連絡体制も大きなハンデが

あるといえる。

国有林林道と民有林国庫補助林道

の構造は，道路構造令の第3種第5

級に準じて，設計速度を基準にして，

林道規程に1級から3級まで定めら

れている．')。林道規程の第31条，第

32条によれば,必要に応じて防護柵

やカーブミラーなどの交通安全施設

を設けたり，標識類を整備しなけれ

ばならない。しかし，全区間にわた

って設言随度が同じになるように設

計することは容易ではなく，局所的

に減速しなければならない箇所が生

じる。このことを認識せずに，林道

の素人利用者が事故を起こす危険性

は十分にあると考えられる。

4．林道の構造に対する一般利用者

の評価と一般開放への対応

国費都道府県費市町村費受益者負担金

広域基幹林道

普通林道

535％

496

42.1％

30.0

4.2％

19.3

0.2%

1≦1

合計 51.335．112．9 0.7

表･2林道における交通事故の原因別件数

平成2年度

民有林
林道計(％）

平成3年度

民有林
林道計(％）

国有林
林道

国有林
林道

ス吟ドの出しすぎ

ﾊﾝドﾉ曜作の誤り

プﾚー ｷ操作の誤り

前・後方不注意

わき見運転

落石

路肩決壊

気象（風雨等）

その他

件５
７
０
５
１
６
２
１
６

１
１

件４
６
８
５
８
５
０
２
０

３
２
１
１

49件（30）

43（27）

8（5）

10（6）

9（6）

21（13）

2（1）

3（2）

16（10）

件４
８
１
７
１
２
０
４
６

１ 件９
７
７
５
６
５
１
０
５

５
２
２
１
１

73件（37）

35（18）

8（4）

32（16）

7（3）

17（9）

1（1）

14（7）

11（5）

合計 53108161 43155198

表･3林道における交通事故死傷者数

平成2年度

国有林民有林
林道林道

平成3年度

国有林民有林
林道林道計 計

亡
傷
傷

死
重
軽

3人

10

15

11人

17

52

14人

27

67

1人

11

14

19人

24

53

20人

35

67

合計 2880108 2696122

表･4林業における交通事故の入込目的別件数

平成2年度

民有林
林道計（％）

平成3年度

民有林
林道計（％）瀞 国有林

林道

林業関係

レクリエーション
関係

その他

22件6件

2360

842

28件

83

50

(17）

(52）

(31）

24件11件

1496

548

35件（18）

110（55）

53（27）

合計 531肥161 43155198

林業技術No.6121993.3
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表･5高原林道利用のアンケート調査結果

県内県外 県内県外

1 利用回数

初回

2～9回

10回以上

定期的

20%100%

33％0％

13％0％

33％0％

5 カーブの曲がり方

緩い

普通

きつい

0％0％

53%100%

47%0%

9意見

・カーブミラーがない所では対向車がわ

からない

・こまめにカーブミラーが欲しい

・ガー催レールをワイヤーロープにして

目行たなくしたほうがよい

・対向車とすれ違うときの待避場所が欲

しい

・バスが余裕で通れる道幅が欲しい

・照明灯がなく道幅も狭い

・諸施設の近くに小さな駐車場が欲しい

・矢印や標識が欲しい

・売店，自動販売機が欲しい(子供連れ）

2．目的

管内レクリエーション

67％30％

宇都宮，塩原，矢板間
の連絡路

33%70%

6 カーブミラーの設置場所と数

良い33％0％

普通27％30％

悪い40%70%

3 林道の走行性

良い

普通

悪い

47％

20％

33％

70%

0％

30％

7 ガードレールの設置場所

良い33％

普通20％

悪い47％

30％

70％

0%

4 カーブの数

少ない

普通

多い

0%

40％

60％

0%

70％

30％

8 見通し

良い

普通

悪い

一般利用者が林道を走行してみてどのように感

じているかを，レクリエーション目的として利用

される機会が多い栃木県県民の森管内において行

ったアンケート調査の事例で紹介してみる（表．

5)5)。管内には，遊具のある広場や駐車場，展望

台，全国植樹祭会場地，キャンプ場，少年自然の

家，森林展示館などがあり，新緑の5月連休，夏

休み期間，秋の行楽期と，時期に応じたピークが

ある○管内を貫く幹線となっている高原林道は，

幅員5．4～7mの一部2車線で舗装され，県道県

民の森矢板線，八方高原道路に接続して，宇都宮，

矢板，塩原の3方面間を結ぶ連絡路として，県内

はもとより関東近県からの利用者も多い。乗用車

のほかに自動二輪車の利用も見られる。

アンケートの結果では，約7割の人が高原林道

がよく整備・舗装されて林道の走行性は普通以上

と感じているものの，カーブがきつく数が多い，

カーブミラーの設置場所が悪い，見通しが悪いと

いう回答も少なくなかった。カーブミラーの設置

20％

20%

60%

0%

70％

30%

周辺に雑木林が少ない

●

場所が｢良い」と回答した人の多くは，「多すぎる

と景観が悪くなる｣，「せっかくの山道がもったい

ない｣という設置に対する消極的意見であり，「悪

い」と回答した人も，「この環境には必要ない｣，

｢ありすぎて景観が良くない」というものであり，

必ずしもカーブミラーが機能していないというこ

とではない。しかし一方で,「もっとこまめにカー

ブミラーが欲しい」という意見もあった。

カーブの評価はドライバーの技量や主観に大き

く左右されるが，路面が舗装などにより整備され

ていれば，幅員に対する不満が予想される。自然

公園地域内林道におけるアンケート調査事例によ

れば7)，路面整備に次いで幅員に対する要望が多

い。平成3年度に，車社会のいっそうの進展，車

両の大型化，森林レクリエーション需要の増加等

の理由から，林道規程が改正され2),必要に応じて

車線の数を2にすることができるようになったが，

高原林道では一部2車線であるにもかかわらず，

アンケートでは幅員が狭いという意見も聞かれた。

林業技術No.6121993.3
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また「照明灯が欲しい｣,きのこ採りやバードウオ

ッチング，散策などのために「沿線に小さな駐車

場が欲しい」というように，従来の林業サイドで

は配慮していなかった意見も得られた。

今後，一般の利用が多く予想される林道の設計

に際しては，木材運搬の立場と両立させながら，

利用形態の特徴に応じて標識類やガードレール等

の安全施設を整備するとともに，凍結対策等も含

む路面の恒常的な維持管理体制の確立，救急体制

の整備も必要になってくる。さらには周囲の自然

にマッチした構造物の設計や，沿道の景観整備と

いった配慮も必要になってこよう。

5．民有林林道の公道移管

林業以外の一般利用者の交通量が多くなれば，

林道の一般開放というレベルを超えて林道の公道

移管ということになってくる。そこで，民有林林

道の公道移管についても考えてみることにする。

49林野庁第150号長官通達に基づいて,補助金

交付の翌年度から起算して8年以内の林道の任意

の転用もしくは用途変更が制限されてはいるが，

一般の交通量力鞘えると維持管理の面や維持改修

費のための地方交付税の算定を有利にするために

公道に移管されることがある')。栃木県の場合を

例に取ると6)，林道が連絡線形であるために一般

車の交通が多かったり，民家や農地に到達するた

めの生活道的な役割が強いために，林道が県道，

市町村道に移管されるケースが増加してきている。

最近では都市部のベッドタウン化に伴い，林道が

町道に移管された例も現れてきている。また，観

光のための交通量が多いために公道に移管された

例もある。栃木県内には連絡線形と見なしうる林

道が全体の15％に当たる123路線ある。しかもほ

とんどが公道に連結しており，このうちすでに22

路線が公道に移管されている。無秩序な移管は幾

重にも防止されてはいるが，一般交通量が増加し，

道路の維持管理が大変になってくれば，これらの

連絡線形が公道に移管される潜在的可能性は大い

にあるといえる。

民有林林道開設事業には山村の生活環境の整備，

地域産業の振興という役割が確かにあるが，林道

林業技術No.6121993.3

の公道移管が増加すれば，結果的にはこれらの公

道開設の財源を林業サイドで負担することになる。

さらには林業的利用の制約をいずれは受けること

になる｡道路法第32条第1項および第3項によれ

ば，電柱，電線，公衆電話等の工作物や鉄道，軌

道等の物件または施設を設け，継続して道路を使

用する場合には，道路管理者の道路占用許可を受

けなければならない。したがって，林道が公道に

移管されると道路沿いでの集材架線の架設や木材

積み込み作業に許可が必要となる。また公道とし

て送電線，電話線が付設されれば，伐出作業にと

って大きな制約となる。

林道の林業的利用と，一般開放，公道移管の境

界線をどこで引くかは個々の路線の事情にもより，

難しい問題ではあるが，将来公道移管の可能性が

ある路線を開設する場合には，公道に準じた構造

に設計しておくとともに，用地補償の代償措置も

考慮しながら1),作業道等の取り付けのための入

り口を確保したり，道路沿いの集材や木材積み込

み作業のためにあらかじめ施業ポイント')や待避

所等を設けておくなどの措置を講じたりして，林

業的利用のウエートを高めておく必要がある。一

方，林道補助事業以外の一般財源による公共支出

を充てられるように働きかけるなどして，林業サ

イドとしてはその分，森林，林業の利用に有効に

役立つ路網の開設を増やしていくべきであろう。

（さかいひでお・東京大学農学部）
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平成5年度森林･林業関係予算案の概要

吉野示右

1.一般会計予算案の概要

平成5年度政府予算案が昨年12月26日に閣議決定

された。本予算は，一般会計総額72兆3548億円，前

年度比0.2％増となっており，その特色は，景気停滞

による法人税収入等の減少を建設国債等でカバーする

とともに，景気対策と「生活大国」づくりに配慮し，

公共事業関係費について5％増の伸びを確保するなど，

歳出総額の抑制と景気浮揚のための歳出確保との両立

を目指す予算となっている。

一般公共事業については，8兆3913億円（5％

増)，そのうち生活関連重点化枠(以下｢生活関連枠｣）

は総額2190億円(25％増，非公共分が別に310億円）

である。平成4年度まで生活関連枠は,総額1750億円

(非公共分が別に250億円)であったが，公共投資基本

計画の達成等のため大幅な増額がなされた。この結果，

国民生活に関連する事業の伸びが高くなり，建設省の

公園（7.4％増)，下水道（7.0％増)，住宅（6.1％

増)，厚生省の環境衛生（7.0％増)，運輸省の新幹線

(6.6％増）および林野庁の林道（6.1％増）の予算が

伸びることとなった。

11.平成5年度森林・林業関係予算案の概要

平成5年度森林・林業関係施策については，多様で

質の高い森林の整備を推進するため，森林整備事業計

画および第八次治山事業五箇年計画に基づき，造林，

林道および治山事業の計画的な推進を図るとともに，

林業の担い手の育成強化を図るため林業事業体の体質

強化，機械化の促進，林業労働力の確保等を総合的に

推進，また，国産材の低コスト安定供給体制の整備，

木材需要拡大対策等の推進，木材産業等高度化推進資

金の創設等林業金融制度の充実強化，さらに，国有林

野事業の経営改善の推進等に重点を置いた予算となっ

ている。

平成5年度においては，これらの課題を達成するた

め，以下に述べる各般の施策を積極的に進めることと

しており，公共事業については，災害を含まない一般

公共計(NTT．Aタイプ143百万円を除く）で，

376,348百万円(対前年比104.1％)，非公共事業につ

いては，79,556百万円（対前年比105.3％）を計上し

ている。この結果，本年度から始まるNTT事業償還

時補助分(3,574百万円)を除き，災害復旧等を加えた

林野庁一般会計総計では，463,872百万円（対前年比

1045％）となっている。

なお,公共投資充実臨時特別措置については,「公共

投資基本計画」等の着実な実施に寄与するものについ

て特別に加算されるものとされており，5年度も引き

続き一般公共事業費中に加算されている。また，生活

関連重点化枠については，ゆとりと潤いを求める国民

ニーズの高まりに対処して，良好な生活環境形成のた

めの森林の整備，良質な水の供給源としての森林の整

備および立ち遅れの著しい山村地域の生活環境の改善

に重点を置いた施策を推進することとしており，公共

事業6,213百万円（対前年比128.8％)，非公共事業

743百万円(対前年比124.0%),合わせて6,956百万

円（対前年比128.3％）を計上している（上記金額の

内数)。

1．多様で質の高い森林の整備

(1)森林整備事業の計画的推進

①森林・林業・山村を巡る厳しい状況に対処して，

昨年4月14:日に策定された森林整備事業計画(計画期

間：平成4～8年度，投資規模：3兆9000億円)に基

づき，造林および林道事業の計画的かつ着実な実施を

通じて国民の要請にこたえた多様で質の高い森林整備

を推進する。

②このため，造林事業については，森林の有する多

面的機能の高度発揮等を図るため，更新から保育に至

る体系的な事業の実施，長伐期施業，複層林および育

成天然林の整備を推進する。

また，森林に対する国民の多様なニーズに対応する

ため，広葉樹林の造成等多様な森林の整備，良好な生

活環境および国民が自然とふれあえる場としての森林

空間の整備を推進する。

新規事業としては，森林の公益的機能の維持増進を

林業技術No.6121993.3
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表｡l平成5年度林野庁関係予算（総括表）

区分’4年度予算額 5年度概算決定額 対前年比

図るため，管理の不十分な森林について森林整

備法人等の公的機関による分収林方式の森林整

備を推進する公的分収林整備推進事業の実施，

また，都市近郊において，地域の人々が森林・

林業に親しみをもって体験できるような保健，

文化，教育的機能を重視した多様な森林を整備

する創造の森整備事業および土壌条件の改良を

行うことにより，耕作放棄地を林地化し，森林

として適切に整備する特殊林地改良事業を実施

する。

③林道事業については,1000万haに及ぶ人

工林資源を核とした国際競争力のある低コスト

林業の確立に資するため，引き続き一般林道，

大規模林業圏開発林道等の計画的な整備を推進

するとともに，新たに既設の広域基幹林道と接

続し，広範囲な林業地域（複数の林業圏）の連

絡機能を有する高規格（2車線舗装）林道の整

備を推進する林業地域連絡林道整備事業を実施

する。

④水源林造成事業については,引き続き森林

開発公団が，緊急かつ計画的に森林の造成を行

う必要のある水源地域において，水源林の推進

を図る･

特に奥地水源地域において，広葉樹の天然力

を活用した育成天然林施業による水源林の造

成。整備を推進する水源林特別対策事業を実施

する。

日治山事業の計画的推進

安全で潤いのある国土基盤の形成，水源地域

公共事業計

百万円

く4,824＞

368,192

百万円

く6,213＞

384,316

％

1288
104.4

一般公共事業計

造林事業

林道事業

治山事業

治山(繰入）
水源林造成

災害復|日等事業

＜4,824＞

361,410

<920>

50,693

＜2,500＞

100,967

＜1,404＞

209,750

＜1,404＞

178,814
30,936

6,782

＜6,213＞

376,348

＜961＞

52,684

＜3,220＞

107.156

＜2,032＞

216,508

<2,032>

184,010
32,498

7,968

128.8

1041

104.5

103.9

128.8

106.1

144.7

103.2

144.7

1029
105.0

1175

非公共事業計

＜599＞

75,529

＜743＞

79556

124.0

1053

林野庁一般会計

総計

＜5,423＞

443,721

＜6.956＞128.3

463,8721“､5

注）①＜＞は生活関連重点化枠でいずれも内数
、腸ﾘにNTT(Aタイプ)分として143百万円(4年度220百万
円),NTT償還時補助分として5年度3,574百万円がある

安全で潤いのある国土基盤の形成，水源地域の森林

整備の推進および緑豊かな生活環境の保全・創出を図

るため，第八次治山事業五箇年計画（計画期間：平成

4～8年度，総投資規模：2兆7600億円）に基づき，

治山事業を緊急かつ計画的に推進する。

このため，新規事業としては，風倒木等に起因する

山地災害を未然に防止するため，地域に密着した防災

対策を実施する林地荒廃防止事業，自然環境等が優れ

ている地域において，自然景観や貴重な動植物に配慮

した治山施設および荒廃森林の整備を重点的に実施す

る環境保全総合治山事業，山地災害の未然防止を図り，

生活環境基盤の整備に資するため，山腹崩壊対策，土

石流対策等を総合的に推進する地域防災対策総合治山

事業を実施するほか，保安林の機能の高度発揮を図る

ため，保育事業の対象区域および対象齢級を拡充する

保安林の機能強化対策を実施する。

林業技術No.6121993.3

(3)森林の保全管理対策の推進

健全な森林を育成し，その有する多面的な機能の発

揮を図るため，事業費単価の見直しにより，計画的な

間伐の推進を図るとともに，作業道，機械，流通加工

施設等の条件整備，炭化利用等を総合的に推進する間

伐総合対策を実施する。

また，松くい虫被害対策については，松くい虫被害

対策特別措置法等に基づき，保全する松林のうち特別

防除を実施しえない箇所について新たにスプリンクラ

ーによる地上散布を推進するとともに，シカによる造

林木の被害を防止するため，忌避剤の散布を行う森林

病害虫等防除対策を実施する。

2．林業・山村の活性化

(1)林業担い手の育成対策等

林業を巡る厳しい状況に対処し，林業事業体の健全

な経営を維持するとともに，優秀な林業労働力を安定
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表･2平成5年度林野庁関係予算の概要（事項別）
(単位：百万円）

5年度概算決定額 者頂 4年度予算額 備事

〈〉書きは生活関連重点化枠分で内数
（）書きはNTTプロジェクト(Bタイプ)分
および当該事業の一般会計振替分で内数－多様で質の高い森林の整備

1森林整備事業の計画的推
進

<920>

(7,375）
50,693

〈961〉
(7,397）
52.684

〈961〉
(7,397）
52.684 公的分収林整備推進事業（新規）3,584

創造の森整備事業（新規）300

(1)造林事業

〈3,220〉
(14,667）
107,156

〈3,220〉
(14,667）
107,156

〈2,500〉
(14,622）
100,967 林業地域連絡林道整備事業（新規)3,000

森林コミュニティ整備事業（新規）418

②林道事業

<2,032>

(31,370）
216,508

32,156

〈2,032〉
(31,370）
216,508

32,156

〈1,404〉
(31,274）
209,750

30.858

400

23,783

林地荒廃防止事業（新規）

間伐総合対策

２
３
治山事業の計画的推進

森林の保全管理対策の推
進

森林病害虫等防除対策8.372

林業担い手確保総合対策事業（新規）290

二林業・山村の活性化

1林業担い手育成強化総合
対策

1,1941,194808

ロ

〈743〉
19,257

1,747

〈175〉
6,745「山村で休暇を」特別対策（新規）1,147

4,728木材加工利用技術開発促進総合対策471

〈743〉
19,257

1,747

〈175〉
6,745

〈599〉
18.420

1,724

〈325〉
4,519

2林業構造改善事業

3特用林産振興対策

4山村の定住条件の整備と
都市と山村の交流促進

国産材供給体制の整億と木
材需要の拡大

4,7284,628三

うち

木質複合材料開発促進事業（新規）69

木材加工新技術開発推進事業（新規）48

四林業余識制度の充実

融資枠
876億円

融資枠
890億円

融資枠
890億円 国産材産業振興資金の組言えによる新だな

資金制度の創設
1木材産業等高度化推進資
金（融資枠）

2農林漁業金融公庫資金
（融資枠）

500億円 500億円500億円

貸付枠
80億円

貸付枠
80億円

貸付枠
75億円 青年林業者等養成確保資金（仮称）の創設等3林業改善資金

（貸付枠）

4霊林漁業信用墓寺出資等
（保証出資）
（貸付出資）

五海外林業協力の推進

六国有林野事業の経営改善

267 354354

895895805

<1,748＞
36,347

<1,748〉
19,175

<1,748＞
36,347

<1,748〉
19,175

<1,357＞
30.305

<1,357〉
16.280

1一般会計からの繰入れ

(1)造林・林道等の事業
施設費

②一般行政的経費

③債務対策

1,133

16,039

1,133

16,039

1,083

12,942

260.700 288,000288,0002財政投融資資金の確保
G B■

林業技術No.6121,993.3
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的に確保するため，流域ごとに策定する流域林業活性

化基本方針に沿って，林業事業体の体質強化，機械化

の促進，林業労働力の確保等各般の施策を総合的に講

ずることにより，林業の担い手の育成強化を推進する

林業担い手育成強化総合対策等を実施する。

また，国際競争力のある低コストの国産材供給を図

るため，先端技術を導入した伐出用，育林用の高性能

林業機械の開発を引き続き実施する。

日林業構造改善事業等の推進

高密路網と高性能機械を組み合わせた生産性の高い

林業の確立，国産材を安定的に供給できる主産地形成

のための生産と一体となった加工・流通の拠点づくり，

森林資源の総合的利用によるむらづくり等を促進する

林業構造改善事業を実施する。

また，特用林産物の産地化を図るための生産から流

通に至るモデル拠点の整備，地域資源を活用した特用

林産物等の生産振興等を推進するとともに，新たに特

用林産物の生産等に係る省力化，高付加価値化を図る

ための高性能機械の開発を促進する特用林産物産地化

形成総合対策事業を実施する。

(3)山村の定住条件整備と都市と山村の交流促進

中山間地域における林業集落の生活環境整備等を推

進する中山間地域山村総合整備対策事業を引き続き実

施するほか，都市住民等の山村における滞在型余暇活

動を促進することにより，山村地域の活性化を図るた

め，基本計画の策定と，これに基づく滞在・体験のた

めの森林空間の整備，都市と山村の交流の基鋤胆設等

の整備を行う「山村で休暇を」特別対策を実施する。

また，林道の開設と一体的に，都市住民等が豊かな

自然環境の中で長期滞在するための条件整備として，

用排水施設，公共施設用地，遊歩道等の整備とともに，

景観に配慮した森林整備等を行う森林コミュニティ整

備事業等を実施する。

3．国産材供給体制の整備と木材需要の拡大

1000万haを超える人工林資源が充実し,「国産材時

代｣の到来が期待される一方，国産材の自給率は25.0

％と戦後最低の水準となっており，業界の自主的な取

り組みによる木材産業ビジョンの明確化，国産材の利

用促進のための総合的な技術開発，低コスト安定供給

体制の確立と木材利用のいっそうの推進等により総合

的に国産材供給体制の整備と木材需要の拡大を図る必

要がある。

このため，素材生産，加工，流通の各部門ごとおよ

び木材産業全体についての将来方向と具体的な対応を

林業技術No.6121993.3

明らかにしたビジョンの策定を行う木材産業ビジョン

策定事業，木材産業の生産性の向上，木材の有効利用

の促進等を図るための技術開発を総合的に推進する木

材加工利用技術開発促進総合対策および国産材の低コ

スト安定供給体制の整備を進める国産材産地化体制整

備事業，国産材供給一貫体制整備事業および国産材利

用情報ネットワーク整備事業を実施する。

4．林業金融制度の充実

国産材産業振興資金については，木材産業等高度化

推進資金（仮称）に組み替え，木材の生産・加工・流

通に係る各部門の縦の連携の促進に要する資金および

木材需要の拡大に要する資金の創設等資金内容の充

実・強化を図る･

また，農林漁業金融公庫林業関係資金については，

林業描造改善事業の円滑な推進を図るため，林産物の

流通の合理化等に必要な機械・施設について貸付限度

額を引き上げる（個人1300万円，法人2600万円→個

人，法人8000万円）等制度の充実・強化を図る。

5．海外林業協力の推進

熱帯林をはじめ海外の森林の保全・造成と持続的な

利用の推進に資するため，新たに，熱帯林地域におけ

る森林災害の被害実態把握および森林復旧全体計画作

成に必要なリモーI､センシング技術の開発を行う熱帯

林災害復旧技術確立調査事業を実施，また，途上国の

熱帯林の保全・造成を推進するため，これに直接従事

する林業技能者および社会林業を指導する普及担当者

の育成を図るとともに，林業NGO等の活動を促進す

るため，組織の在り方や技術の適用性等の検討に必要

な調査を行う熱帯林緊急保全・造成対策人材養成事業，

さらに，焼畑，伐採跡地の二次林等の劣化防止のため，

熱帯林の自然回復力を生かした施業指針を作成する熱

帯二次林等施業技術確立調査事業を実施する。

6．国有林野事業の経営改善

国有林野事業については，国有林野事業の健全な経

営を確立し，今後ともその使命を十全に果たしていく

ため，平成3年7月に策定した「国有林野事業の改善

に関する計画」に即して経営改善を推進することとし，

予算規模については,歳入･歳出とも総計6098億円(対

前年度比99.1%)を計上，このうち，経常事業部門に

係る歳入･歳出計は，ともに3668億円，累積債務の処

理に係る歳入・歳出の計は，ともに2430億円である。

(1)歳入の概要

事業収入については，需要動向に応じた機動的な林

産物の生産・販売活動を推進するとともに，分収育林，
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②造林事業については,天然林施業の拡充を図ると

ともに，人工林施業を適切に実施する。

また，林道事業については，投資の効率化に配慮し

つつ，事業運営に必要な林道整備を行う。

③生産･販売事業については，木材情報システムの

活用，葉つき乾燥丸太「ドライログ」の生産・販売等

により需要動向に応じた機動的，効果的な生産・販売

活動を推進する。

④分収林事業については,郵便局，生協等とタイア

ップして,その推進に努めるとともに'r法人の森林(も

り)」の需要拡大等を図る。

⑤森林空間総合利用事業については，ヒューマン・

グリーン・プラン，森林ふれあい推進事業（森林倶楽

部),ふれあいの郷整備事業等の推進や森林都市構想の

具体化に取り組むとともに，新たに，青少年の野外教

育と森林・林業の普及啓蒙に資する森林（もり）の学

校総合整備事業を推進する。

⑥森林の有する自然環境の保全機能に対するニー

ズの高まりにこたえ，新たに，希少野生動植物の種の

保存を図るための保護管理を行うとともに，森林の知

識の普及啓発のための森林生態系保護地域バッファー

ゾーンの整備を図る。

⑦地域住民が森林に親しむ「市町村の森」の造成の

ため，国有林野の提供を促進する。

⑧このほか,治山事業を治山勘定において引き続き

実施する。

(3)組織機構の改正

①林野庁本庁・営林（支）局における林野･土地の

利活用に係る体制の整備等を行う。

②営林署の内部組織の再編成・簡素化を行う。

（よしのだいすけ・林野庁計画課）

森林空間総合利用等の推進により収入の確保に努める。

また，累積債務の処理を円滑に行うため，林野・土地

等の売り払いを積極的に推進する。

特に，国有林野事業の推進と経営改善の円滑な実施

のため，一般会計繰り入れの総額を363億円（対前年

度比119.9％）とするなど次のような財政措置を講じ

る。

①公益的機能の発揮等の観点から，造林･林道整備

等の事業施設費について，民有林助成との均衡に留意

して一般会計からの繰入額を増加する。

②保安林等の保全管理,国有林の地域別森林計画の

樹立，保安林の指定・解除等の調査および森林・林業

の知識普及・技術指導に要する経費について，引き続

き一般会計から繰り入れることとし，新たに実施する

希少野生動植物種保護管理事業および森林生態系保護

地域バッファーゾーン整備事業を繰り入れ対象とする。

③債務対策として,退職手当および借款に係る借入

金の償還金および利子支払いの財源に充てるための一

般会計繰入額の増加を図る。

④財投資金の借り入れについては，事業施設費，退

職手当および償還金(借款)の財源に充てるため，2880

億円を計上する。

(a歳出の概要

当面する厳しい財務事情にかんがみ，要員規模の縮

減により人件費を抑制するとともに，各種事業につい

ては，投資の効率化を図ることを基本として，経費の

節減に努めつつ，着実な実施を図ることとする。

主要事項は，次のとおりである。

①平成5年度末20,000人規棋の達成に向けて定員

内職員について予算定員1,635名の削減を行うほか，

定員外職員についても要員の削減を図る。

刊行のお知らせ

熱帯林の10⑪不思議
頁
円
７
０
１
０
２
２
．
Ｌ

Ｉ群
価
四
定

今，なぜ熱帯林がこれほど重視されなければならないか－種の多様性，
巨大な炭素の蓄積，構造や相互関係の複雑さなどの中から読み取る，おもし
ろくてためになる熱帯林の秘密100.／熱帯林への誘い－

●お求めは，お近くの書店または，直接，東京書籍㈱
公03-3942-4111までご注文ください

郵
到
く
い
幸
イ
み
孟
西

鋸
醐
蝿
謡
塞
郷
蛤
癖
鮮

鍾
霊
軍
嘩
翌
￥
耶
隠
舞
縄

潅
少
‐
墨
辱
鯵
兎
ザ
ガ

蝋
塞
董

令

あ

■

■

■

●

日
Ｔ
己
Ｇ
７
毎
ａ
令
ａ
■
ｐ

も
乱
”
●
色

ａ
エ
も
●
●
二
℃
●

Ｆ

９

ｅ

Ｇ

Ｂ

晶

狸

ｂ

岩

甲

Ｑ

■

■

ｑ

込

寸

Ｐ

。

■

つ

い

ｂ

ｆ
ｈ
ｆ
§
３

阜
官
雪
■
む
ら

§
』
男
胤
《

bエ＆

発行東京書籍株式会社

林業技術No.6121993．3



24

！ 今
月
の
ポ
イ
ン
ト

一
・
花
祭
り
で
飲
む
甘
茶

一
・
春
燗
漫
は
春
眠
暁
を
覚
え
ず
に
通
じ
る
一

1

》
’

所さんの目がテン／

に
分
け
与
え
る
。
大
学
の
近
く
に
あ
る
〃
世
田
谷
観
音
″

に
は
毎
年
学
生
を
連
れ
て
お
参
り
に
行
く
。
こ
れ
は
お
釈

迦
様
の
誕
生
の
と
き
、
甘
露
の
雨
が
降
り
注
い
だ
と
い
う

伝
説
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
を
飲
む
と
駆
虫

幸
一

の
効
果
が
あ
り
、
家
の
周
囲
に
撒
く
と
疫
病
か
ら
逃
れ
ら

れ
る
な
ど
と
い
う
風
習
が
あ
る
。

ア
マ
チ
ャ
ヨ
キ
ノ
シ
タ
科
）
は
、
落
葉
低
木
、
ア
ジ

サ
イ
に
よ
く
似
て
い
る
。
四
弁
の
花
の
よ
う
に
見
え
る
の

人々のさまざまな思いが込められる小さなお釈迦様

アマチャの苗木 参拝者に振る舞われる甘茶

力
く

は
、
雲
が
変
形
し
た
中
性
花
。
内
側
の
た
く
さ
ん
あ
る
小

さ
な
花
が
両
性
花
で
、
五
花
弁
と
十
本
内
外
の
雄
し
べ
が

あ
る
。
中
性
・
両
性
花
と
も
青
紫
色
。
話
題
の
薬
草
と
し

て
お
お
い
に
騒
が
れ
た
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
（
ウ
リ
科
）
と
ア

マ
チ
ャ
は
異
な
る
（
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
の
研
究
は
東
北
大
の

恩
師
、
故
・
竹
本
常
松
教
授
に
よ
る
）
。

か

生
の
ア
マ
チ
ャ
の
葉
を
噛
む
と
苦
く
、
甘
味
は
な
い
。

八
～
九
月
ご
ろ
、
葉
を
採
集
し
て
水
洗
い
し
た
後
、
積
み

上
げ
て
一
昼
夜
放
置
す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
む
し
ろ
に
広

げ
て
両
手
で
榛
み
、
十
分
に
日
干
し
に
し
た
の
が
甘
茶
で
、

こ
の
段
階
（
自
然
発
酵
）
に
な
っ
て
初
め
て
甘
味
が
出
る
。

甘
味
は
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
フ
ィ
ロ
ズ
ル
チ
ン
、
イ
ソ

フ
ィ
ロ
ズ
ル
チ
ン
で
、
こ
れ
ら
の
化
合
物
は
サ
ッ
カ
リ
ン

の
約
二
倍
の
甘
味
が
あ
る
。

糖
尿
病
患
者
の
砂
糖
代
わ
り
の
甘
味
料
と
し
て
、
あ
る

い
は
口
中
清
涼
剤
な
ど
に
生
薬
三
～
六
グ
ラ
ム
を
煎
じ
て

用
い
る
。

春
燗
漫
、
こ
の
時
期
は
と
か
く
眠
気
を
覚
え
る
。

春
は
温
度
、
湿
度
な
ど
睡
眠
に
は
快
適
。
厳
し
い
冬
の

後
で
、
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
の
ホ
ル
モ
ン
に
変
化
が
起

こ
り
や
す
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
に
く
い
。
ま
た
、
春
は

冬
よ
り
も
夜
が
短
く
な
る
。
そ
れ
で
、
つ
い
つ
い
睡
眠
不

足
に
な
り
が
ち
だ
。
こ
れ
が
疲
労
感
を
増
し
、
眠
い
、
だ

る
い
に
結
び
つ
く
よ
う
だ
。

春
眠
不
覚
暁

処
処
聞
啼
烏

夜
来
風
雨
声

花
落
知
多
少
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風土と薬荊恒I鋤

春燗漫24

＃
争
奪

妙
や
⑳

拶
斡
拶
零

奥山徹
(明治薬科大学・教授）

〃
木
の
芽
″
と
い
え
ば
、
何
を
思
い
出
し
ま
す
か
？

サ
ン
シ
ョ
ウ
の
芽
／
，

ア
ヶ
ピ
の
芽
／
・

筆
者
・
山
形
で
は
、
木
の
芽
と
い
え
ば
ア
ケ
ビ
の
新
芽

を
連
想
す
る
。
ア
ケ
ピ
の
新
芽
（
若
芽
・
若
葉
・
咲
き
始

ゆ

鉾
ご
●
り

め
の
花
）
は
、
茄
で
て
水
に
晒
し
て
食
べ
る
。
調
理
法
と

そ
の
美
味
し
さ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
誌
五
八
九
号
（
九

一
年
四
月
号
）
で
紹
介
し
て
あ
る
。
し
か
し
地
域
に
よ
っ

て
は
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
芽
を
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
で
は
。

読
者
の
方
々
は
い
か
が
で
す
か
。

〃
春
燗
漫
″
と
く
れ
ば
／
，

日
本
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
桜
花
に
異
存
は
な
い
で

し
ょ
う
。
日
本
人
は
、
古
く
か
ら
春
に
は
桜
の
花
に
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
を
寄
せ
、
春
の
訪
れ
を
肌
で
感
じ
る
。
万
葉

の
昔
か
ら
「
は
な
」
と
い
え
ば
、
桜
花
を
意
味
し
て
お
り
、

こ
れ
を
題
材
に
し
た
歌
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
今
で
も
毎

年
、
サ
ク
ラ
前
線
が
北
上
す
る
た
び
に
落
ち
着
か
な
く
な

る
の
は
一
人
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。

世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
在
原
業
平

日
本
人
は
、
花
そ
の
も
の
よ
り
「
は
な
」
を
通
し
て
、

寒
い
冬
．
暗
い
冬
か
ら
春
の
訪
れ
を
感
じ
取
り
、
そ
し
て

そ
の
中
に
浸
る
雰
囲
気
を
独
特
な
「
お
花
見
」
と
い
う
形

で
置
き
換
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

昨
年
、
三
月
二
十
九
日
放
映
（
日
本
テ
レ
ビ
）

所
さ
ん
の
目
が
テ
ン
／
、

春
燗
漫
「
桜
」
の
科
学

に
協
力
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
桜
」
を
代
表
す
る
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
（
江
戸
末
期
、
江
戸
の
駒
込
染
井
の
植
木
屋
が
初

め
て
売
り
出
し
た
と
い
う
の
で
こ
の
名
が
あ
る
）
を
は
じ

め
、
最
近
で
は
実
に
数
多
く
の
品
種
が
登
場
し
て
い
る
。

サ
ク
ラ
の
葉
と
く
れ
ば
桜
餅
。
独
特
の
ク
マ
リ
ン
の
芳

香
に
包
ま
れ
た
あ
の
甘
さ
が
な
ん
と
も
い
え
ず
、
つ
い
も

う
一
個
と
手
が
出
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
新
鮮
な
葉
に

は
こ
の
芳
香
が
な
い
。
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
葉
を
塩
漬
け

に
し
て
一
カ
年
保
存
す
る
間
に
、
葉
の
ク
マ
リ
ン
配
糖
体

（
芳
香
性
が
な
い
）
が
徐
々
に
分
解
さ
れ
、
芳
香
性
物
質

（
ク
マ
リ
ン
）
に
変
わ
る
。

樹
皮
に
は
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
よ

り
製
し
た
エ
キ
ス
製
剤
と
し
て
ブ
ロ
シ
ン
（
鎮
咳
去
疾
作

用
）
が
あ
る
。
ま
た
、
幹
な
ど
に
自
然
に
染
み
出
た
樹
脂

（
ヤ
ニ
）
の
き
れ
い
な
部
分
を
採
集
し
て
、
エ
チ
ル
ア
ル

コ
ー
ル
に
溶
か
し
た
も
の
を
水
で
薄
め
、
こ
れ
に
ハ
チ
ミ

ツ
か
砂
糖
を
加
え
て
服
用
す
れ
ば
咳
止
に
効
果
が
あ
る
。

ま
た
、
お
で
き
に
は
煎
服
、
ま
た
は
煎
液
で
洗
う
。

桜
皮
を
用
い
る
漢
方
方
剤
と
し
て
、
柴
胡
、
桜
皮
、
桔

梗
、
川
言
、
挟
苓
、
防
風
各
三
、
独
活
、
荊
芥
各
二
、
生

姜
一
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
「
十
味
敗
毒
湯
」
（
華
岡
清
州
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
化
膿
性
・
急
性
皮
膚
疾
患
の
初
期
、

薄
麻
疹
、
急
性
湿
疹
、
急
性
・
慢
性
鼻
炎
、
梅
毒
に
有
効

で
あ
る
。
リ
ン
パ
腺
腫
張
や
各
種
皮
膚
発
疹
に
は
、
本
方

に
さ
ら
に
連
麺
を
加
え
る
。

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
の
開
花
前
に
軸
の
根
元
か
ら
摘
み

取
っ
た
つ
ぼ
み
は
乾
燥
し
、
鎮
咳
薬
と
し
て
煎
服
。

四
月
八
日
は
「
花
祭
り
」
（
潅
仏
会
、
か
ん
ぶ
つ
え
）

お
釈
迦
様
の
像
に
甘
茶
を
煎
じ
た
汁
を
注
い
で
参
拝
者

林業技術No.6121993.3



26

■

蕊
の

可

‐

垂 竺■一

、

冬
＆
分
一
一

_〃
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石倉峠の無縁仏 雪の石畳

越前峠･土屋文明歌碑

石
を
ど
ん
と
置
い
た
所
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
豪
壮
だ
。

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
書
か
れ
た
『
熊
野
め
ぐ
り
』

に
は
、
大
雲
取
に
石
畳
を
敷
い
た
の
は
、
紀
州
日
高
郡
小

え
ん
り
憶
う

池
村
の
厭
離
坊
と
い
う
修
験
者
だ
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
蔵
茶
屋
で
は
、
お
堂
の
中
に
三
十
二
体
の
地
蔵
が
祀
ら

れ
、
三
界
万
霊
塔
に
は
「
元
禄
三
年
三
月
十
八
日
、
欣
誉
厭

離
」
の
文
字
が
読
め
る
。
厭
離
坊
は
巡
礼
で
寄
付
を
集
め

て
き
て
、
地
蔵
を
建
て
た
り
、
石
畳
を
敷
い
た
の
で
あ
る
。

道
路
の
修
復
な
ど
の
た
め
に
は
、
個
人
が
肉
親
の
供
養

の
た
め
に
、
な
に
が
し
か
の
金
額
を
直
接
寄
進
し
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
ま
た
、
新
宮
藩
の
殿
様
も
お
金
を
出
し
て
い

る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
厭
離
坊
の
仕
事
の
ス
ケ
ー
ル
に

は
及
ば
な
い
。
歴
史
的
に
は
名
も
な
い
の
だ
が
、
相
当
な

人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

石
畳
の
周
辺
は
十
年
生
ま
で
の
植
林
だ
が
、
間
の
杉
の

切
り
株
は
太
い
。
こ
の
一
帯
も
明
治
時
代
に
植
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
蔵
茶
屋
付
近
か
ら
那
智
山
の

方
面
に
か
け
て
は
、
杉
の
切
り
株
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

天
然
林
が
多
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

地
蔵
茶
屋
に
は
こ
の
一
帯
を
経
営
す
る
Ｋ
林
業
の
事
業

所
が
あ
る
。
こ
こ
は
土
屋
文
明
が
昭
和
三
十
六
年
に
古
道

を
訪
れ
て
泊
ま
っ
た
所
で
、
歌
集
『
続
青
南
集
』
に
は
次

の
よ
う
な
作
品
も
見
え
る
。
都
会
の
有
名
歌
人
が
、
山
小

屋
の
暮
ら
し
を
詠
ん
だ
稀
有
な
歌
で
あ
る
。

近
々
と
思
ひ
も
か
け
ぬ
天
の
川

飯
を
乞
ひ
ゆ
く
飯
場
の
庭
に

働
く
入
朝
早
く
し
て
宿
を
か
る

我
等
を
残
し
山
に
入
り
た
り

し
か
し
、
今
で
は
地
蔵
茶
屋
ま
で
は
林
道
が
通
じ
て
、

山
仕
事
の
人
た
ち
も
ふ
も
と
の
里
か
ら
通
っ
て
い
る
。
植

林
は
樹
齢
三
十
年
生
以
下
で
、
土
屋
文
明
が
訪
れ
た
こ
ろ

に
も
植
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
枝
打
ち
な
ど
の
管
理
も
行

き
届
い
て
、
さ
す
が
有
名
な
Ｋ
林
業
だ
と
感
心
す
る
。

古
道
は
し
ば
ら
く
林
道
に
重
な
っ
て
消
え
て
い
る
。
そ

し
て
雪
は
林
道
の
ほ
う
が
深
く
て
、
十
セ
ン
チ
か
ら
十
五

セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
る
。
本
州
最
南
端
の
潮
岬
に
近
い
所
と

し
て
は
、
や
は
り
珍
し
い
積
雪
な
の
で
あ
る
。
今
日
は
山

仕
事
の
人
や
鉄
砲
撃
ち
も
入
っ
た
形
跡
が
な
く
、
古
道
歩

き
を
す
る
者
も
ほ
か
に
は
お
ら
ず
、
た
ま
に
鳥
や
け
も
の

の
足
跡
を
見
る
ば
か
り
だ
。

雪
は
ま
ば
ゆ
い
太
陽
を
浴
び
て
、
小
さ
な
粒
子
が
宝
石

の
よ
う
に
青
く
輝
き
、
日
だ
ま
り
で
は
べ
と
つ
い
て
と
け

始
め
て
い
る
。

古
道
は
色
川
辻
か
ら
ま
た
林
道
と
別
れ
て
、
尾
根
伝
い

に
上
り
、
舟
見
峠
を
越
え
て
那
智
山
へ
と
下
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
地
元
に
住
む
友
人
が
車
で
待
っ
て
い
て
く
れ

て
、
そ
の
間
の
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
歩
き
は
省
略
し
た
。

車
で
下
る
と
、
標
高
五
一
二
メ
ー
ト
ル
の
那
智
高
原
に

も
う
雪
は
な
か
っ
た
。
那
智
山
の
緑
の
彼
方
に
、
青
く
明

る
く
輝
く
海
が
見
え
た
。

な
お
、
那
智
大
社
か
ら
速
玉
大
社
（
新
宮
市
）
ま
で
は

海
岸
沿
い
に
十
数
キ
ロ
の
道
程
で
あ
る
。
那
智
の
大
滝
の

水
源
に
残
さ
れ
た
天
然
林
と
、
速
玉
大
社
の
神
木
に
つ
い

て
も
書
き
た
い
が
、
も
は
や
紙
幅
が
尽
き
た
。
八
完
Ｖ

一
雄
哩
鍛
空
知
副
幸
唯
誇
四
極
終
了
い
た
し
ま
す
。
ご
愛
読
一
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熊野路6(ﾑjの古道をﾗ子く

… 蕊
識灘苓"Iﾐ、林業）

お
お
ぐ
も
と
り

小
口
（
熊
野
川
町
）
の
里
か
ら
見
上
げ
る
と
、
大
雲
取

や
浅山
の
中
腹
か
ら
上
は
白
く
な
っ
て
い
た
。
二
月
二
日
の
朝

に
か
け
て
、
熊
野
地
方
で
は
数
年
ぶ
り
の
大
雪
が
降
っ
た

の
で
あ
る
。

大
雲
取
は
熊
野
本
宮
大
社
（
本
宮
町
）
か
ら
那
智
大
社

（
那
智
勝
浦
町
）
に
至
る
古
道
に
立
ち
は
だ
か
る
最
後
の

山
越
え
で
あ
る
。
な
か
で
も
越
前
峠
は
標
高
八
七
○
メ
ー

ト
ル
と
熊
野
古
道
で
は
最
高
峰
で
あ
る
う
え
に
、
小
口
と

の
標
高
差
は
八
○
六
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
上
り
の
険
し
さ
は

臓
切
坂
と
称
さ
れ
る
。
越
前
峠
の
次
は
石
倉
峠
（
八
○
五

メ
ー
ト
ル
）
、
さ
ら
に
舟
見
峠
（
八
六
八
メ
ー
ト
ル
）
と
経

て
、
那
智
大
社
に
至
る
道
程
は
約
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

小
口
も
か
っ
て
は
旅
寵
の
多
か
っ
た
所
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
上
っ
て
山
腹
に
位
置
す
る
中
根
、
さ
ら
に
楠
久
保
に

も
茶
店
が
あ
り
、
旅
客
も
泊
め
た
こ
と
が
江
戸
時
代
の
記

録
に
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
根
と
楠
久
保
は
昭
和
三

十
年
代
か
ら
人
が
住
ま
な
く
な
っ
て
、
今
で
は
一
面
の
杉

林
で
あ
る
。

薄
暗
い
林
の
下
に
あ
っ
て
、
小
さ
な
墓
石
に
も
う
っ
す

ら
と
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。
碑
文
は
次
の
よ
う
に
読
め
る
。

「
清
寒
信
士
」
「
文
化
十
四
丑
十
二
月
二
日
」
「
信
州
諏
訪
郡

神
戸
村
俗
名
吉
五
郎
」

楠
久
保
を
過
ぎ
て
、
上
り
は
本
格
的
に
険
し
く
な
る
。

そ
し
て
林
は
ど
こ
ま
で
も
杉
と
桧
の
樹
齢
二
、
三
十
年
生

ま
で
の
植
林
で
あ
る
。
古
い
切
り
株
は
見
当
た
ら
な
い
か

ら
、
か
っ
て
は
薪
炭
林
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
土
道
に
も
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
石
畳
も
す
っ
か
り
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

峠
の
近
く
に
は
見
事
な
杉
林
が
あ
る
。
地
元
の
Ｕ
林
業

の
所
有
で
、
樹
齢
は
百
年
に
近
い
。
熊
野
地
方
で
は
、
明

治
時
代
の
後
半
に
か
な
り
広
く
植
林
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

現
在
こ
う
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
Ｕ
林

業
で
は
、
そ
の
よ
う
な
林
は
皆
伐
し
な
い
方
針
だ
と
聞
い

た
が
、
な
る
ほ
ど
、
こ
の
辺
り
も
最
近
間
伐
だ
け
を
し
た

形
跡
だ
。
木
材
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

峠
に
は
熊
野
川
町
教
育
委
員
会
の
板
碑
が
建
っ
て
い
て
、

こ
こ
が
ど
う
し
て
越
前
峠
と
呼
ば
れ
る
の
か
理
由
は
わ
か

ら
な
い
、
と
書
い
て
い
る
。
私
が
想
像
す
る
に
、
あ
ま
り

に
も
見
晴
ら
し
が
よ
い
の
で
越
前
国
ま
で
見
え
る
、
な
ど

と
大
げ
さ
に
言
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
茶

屋
が
営
ま
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
辺
り
の
林
も
伐
り
開
か

れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
今
で
は
十
数
年
生
の
植

林
の
た
め
に
、
視
界
は
す
っ
か
り
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
林

に
入
っ
て
み
る
と
、
茶
屋
跡
と
見
ら
れ
る
平
坦
地
に
も
七
、

八
十
年
生
の
杉
の
切
り
株
が
あ
る
。
人
が
住
ん
で
い
た
の

は
、
そ
の
杉
が
植
え
ら
れ
た
百
年
近
い
昔
の
こ
と
な
の
だ
。

空
は
雲
一
つ
な
く
晴
れ
わ
た
り
、
昨
日
ま
で
と
は
う
っ

て
変
わ
っ
て
暖
か
い
日
差
し
が
降
り
注
い
で
い
る
。
ま
た
、

越
前
峠
か
ら
南
へ
下
る
斜
面
は
植
林
も
若
い
の
で
、
道
の

周
り
も
明
る
い
。
峠
の
雪
は
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
も
積
も
っ

た
よ
う
だ
が
、
も
う
半
分
ほ
ど
は
と
け
て
い
る
。
杉
や
桧

の
枝
に
と
ま
っ
た
雪
も
落
ち
始
め
て
、
林
全
体
が
ぶ
ち
ぶ

ち
と
何
事
か
つ
ぶ
や
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

越
前
峠
か
ら
石
倉
峠
を
経
て
地
蔵
茶
屋
へ
と
下
る
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
は
、
ほ
と
ん
ど
石
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
る
。
な
か
に
は
直
径
一
メ
ー
ト
ル
に
近
い
平
盤
な
大
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園へ＠回ざ愈圃一親林活動をｻポー ﾄする

B4｡森林インストラクター資格試験を受験してG)
－試験問題の傾向（安全及び教育分野)と受験対策

藤田久男･松本義夫･金澤巖･岩下秀美

今回は安全及び教育分野の試験内容と,森林イン

ストラクター資格試験の受験対策についてである。

(4)安全及び教育（試験時間：1時間）

ア安全の知識（気象を含む)，救急処置法

【平成4年度】

①野外活動を指導するときの注意事項（服装，

装備，メンタルな面について，小学生・中

学生・中高年別に）を述べよ。

②観天望気とは，どういうことか簡潔に記せ。

③山歩きのとき，霧に巻かれたときの注意事

項を簡潔に記せ。

④雷の早期察知法と対処法について簡潔に記

せ。

⑤人工呼吸法（マウス・ツー・マウス法）を

行うときの注意事項を述べよ。

⑥止血帯を巻くときの注意事項を述べよ。

【平成3年度】

①野外活動を行っているときに寸刻を争って

手当すべき疾病傷病を4つ挙げよ。

②日射病の具体的な症状を4つ挙げよ。

③ハチ刺されの予防と注意すべき点について

簡潔に述べよ。

④標高差と気温差の関係について簡潔に述べ

よ。

⑤程話L雲について知っていることを簡潔に述

べよ。

⑥リュックサックへの上手な荷物の詰め方を

簡潔に述べよ。
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●安全の知識では，野外活動を指導するときの

注意事項，特に「服装，装備，メンタル面」につ

いて出題されている(平成4年度①)。野外活動時

の服装や装備等は基本的な問題であり，それほど

難しい問題ではないが，小学生，中学生，中高年

別となると，かなり幅広い経験がないと難しい。

●野外活動，特に山歩きでは，天気が安全と直

接にかかわる。今年度は，「霧に巻かれたとき｣，

｢雷の察知と対処法」（平成4年度③④）などの知

識が求められた。「観天望気｣については，この言

葉自体は知らなくても，漢字から判断すればある

程度答えられる問題であろう（平成4年度②)。

●気象については，平成4年度は問題がなかっ

た。平成3年度の「標高差と気温差」については，

標高が100m上がれば気温が約0.6℃下がるとい

うことは常識としても，なぜそうなるかというこ

とまで求められているのであろうから，気象学の

初歩的な知識が必要である。r積乱雲｣についても

同様であろう（平成3年度④⑤)。

●救急処置は，正規の治療機関へ運び込むまで

の応急的な処置であり，①野外活動時に特有な疾

病傷病の予防と処置，②生命にかかわる疾病傷病，

がポイントであろう。

そのような観点から，3年度の①の問題と関連

するが，生命にかかわり寸刻を争って手当すべき

疾病傷病，すなわち大出血，呼吸停止，意識喪失，

服毒･中毒，重症の熱傷などの中から，「大出血に

対する止血帯｣，「呼吸停止に対する人工呼吸法」

が出題されており(平成4年度⑤⑥)，野外活動時

特有の疾病傷病として,「日射病やハチ刺されにつ

いての症状，予防，対処法」が問題となっている



(平成3年度②③)。

●以上のように，救急処置については具体的な

対処法が求められており，日本赤十字社の講習会

への参加や，少なくとも基本書程度はマスターし

ておく必要がある。

イ環境教育・自然保護

【平成4年度】

①日本人は，なぜ，現在，自然や森林と接触

する必要があるか述べよ。

②門松の意義について述べよ。

【平成3年度】

①森や樹木に対する日本人の信仰心について

記述せよ（300字)。

②樹木名を3つ挙げ，その語源から特性を簡

潔に述べよ。

●平成4年度の①の問題は，平成3年度の「森

林内の野外活動」の分野で出された②のr近年，

野外活動に対する欲求が高まっているが，そうし

た欲求増大の理由を述べよ」と同様，森林の有す

るレクリエーション機能と近年の生活環境や，一

般社会状況についての知識が求められている。

このような問題は，野外活動や環境教育を企画

し,実施する場合の基本となる事柄であり，自分自

身のしっかりした認識を持っておく必要があろう。

●平成3年度の①の問題は，樹木・森林と日本

人の風俗，信仰ないしは精神形成とのかかわりに

ついての知識が必要で，平成4年度の「門松」の
ちゅう

問題もその範嬬での回答が求められていると考

えられる（平成4年度②)。

●樹木名とその語源や特性の問題は，例えば，

｢けやき（樺)」＝「けやけき木（きわだった木)」

＝「大木になり，姿・形が良く，用途も広い木」

というような解答でよいのだろうか。いずれにし

ても，森林インストラクターとして樹木を説明す

る場合，植物学的な知識とは別に，このような幅

の広い知識も必要であろう。随筆風の樹木に関す

る本の中には，樹木名の漢字や当て字を含め，

29

語源や由来に触れているものもあるので，ポピュ

ラーな樹木については覚えておく必要がある。

ウ指導技術・企画の立て方

【平成4年度】

①林業体験(人数30人，間伐作業）を企画す

るとき，企画の目的，行程，安全対策につ

いて述べよ。

②熱意のある指導者の話は聞き手にとってな

ぜ魅力があるか述べよ。

【平成3年度】

①野外活動の良い企画を立てるための基本的

条件を6つ述べよ。また，その補佐的条件

を3つ述べよ。

●平成4年度の①の「林業体験の企画」の問題

は，林業関係者であれば，目的とか，安全対策等

は，ある程度の解答は書くことができるものであ

ろう。しかし，このような林業教室等の経験がな

いと十分なものが書けない問題である。

●平成3年度の｢良い企画を立てるための条件」

の問題は，率直に言って難しい。良いフィールド，

良い指導者などは頭に浮かんでくるが，この分野

の専門書などで勉強していないと常識だけでは解

答できない。

●平成4年度の②の「話し方」の問題も，自分

の経験から，ある程度の解答は書くことができる

が，企画の立て方の問題と同様，話し方や指導技

術についての基本害を読んでマスターしておくこ

とが必要である。

●一般に，この分野の問題は学問的な解答はな

いのであろうから，経験や本によって基本的なも

のを学びながら，自分自身が企画・指導・話など

をするとしたらどうするか，という観点で自分の

考え方を固めておく必要があろう。

4．受験対策

前項3の試験問題の傾向を分析する中で，各科

目の内容別に，ある程度受験対策にも触れている

ので，ここでは一般的なことについて述べたい。

林業技術No6121993.3
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今年度受験した私たち4人の率直な感想は,｢難

しかった」というものである。

(1)その理由の1つは，時間が足りないというこ

とである。当然，受験者によって異なるとは思う

が，私たちの場合，4科目のうちの3科目につい

ては書くのに精一杯で,見直したり，じっくり考え

るということはできなかった。しかし，考えてみ

れば，試験であるから当然と言えば当然で，試験

場で初めて考えるようでは満足な解答が書けない。

したがって，各科目の内容別に，例えば森林の

科目であれば森林生態学，樹木学，植物学，動物

学，地質・土壌学といった各分野について，それ

ぞれ基本書の，少なくても基本的な部分をマスタ

ーしておく必要がある。しかし，これは言うは易

く行い難しであろう。

このような観点から，手ごろな本として，「森林

インストラクター入門」（㈹全国林業改良普及協

会，平成4年7月発行，408頁)がある。受験対策

として，この1冊で十分とはいえないが，現在こ

の種のまとまった本としては唯一のものである。

また，それぞれの分野の専門家が執筆しており，

内容も豊富で読み物としても面白く，森林インス

トラクター活動を実施していくうえでも役立つで

あろう。

(2)2つ目は，解答方式が○×式とか択一式では

なく，そのほとんどが記述式であることから，短

時間の中で考えをまとめて，それを適切に表現す

ることが必要であるということである。

日ごろ文章を書く機会の少ない者にとって，自

分の考えを要領よく書くということは意外に難し

く，このため，まず書くことに慣れるということ

が必要であるが，①構想をまとめてから書き始め

る，②ポイントを逃さない(箇条書がよい)，③採

点者にわかりやすく書く（字の上手下手はともか

くとして,丁寧に書く),④1つの問題だけにとら

われない(解答しやすいものから始める)，という

ような，書くテクニックも重要であろう。

(3)3つ目は，今回の試験問題は前回の第1回目

のものと比べて，各論的な知識技術を求める問

題が多くなったということである。このような傾
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向は，今後回を重ねるごとに顕著になっていくも

のと思われる。

したがって，常識とか経験だけで解答すること

はかなり難しくなってくるであろう。やはり，常

に問題意識を持ちながら，着実に知識と経験を蓄

積していく必要があると感じた。

(4)なお，問題自体に関しては，平成3年度の試

験は受けていないので確たることは言えないが，

今回は2年目であることから，かなり吟味されて

きていると感じた。受験者としても今後さらに良

い問題が出されることを期待している。

5．おわりに

私たちは，久しぶりに，森林インストラクター

資格試験の受験という目標を持って勉強した。こ

の中で感じたことは，森林・林業に携わっていな

がら，自分でも意外と思うほど知らないことが多

かったということであった。受験を終わって今考

えていることは，林業の現場で仕事をしている者

はこの程度（言葉が適切でないかもしれないが）

のことは当然知っていなければいけないのではな

いか，ということである。

本稿を書いているちょうどそのときに（平成4

年10月中旬)，筆記試験の合格発表があった。私

たち4人のうち2人が合格し，1人は3科目，1

人は2科目合格であった。

この資格試験は，森林，林業から野外活動，安

全・救急措置までと幅が広い。2～3年かけてじ

っくり勉強し，経験を積むこともよいかもしれな

い。どんな資格試験でもそうだと思うが，合格者

といえどもペーパー主体の試験結果であり，それ

ぞれの専門分野の入り口に立ったにすぎない。私
さん

たちも，2名の合格者は今後とも自己研讃を積ん

で名実ともに備わった森林インストラクターを目

指し，一部科目合格者は，次回，再度挑戦したい

と思っている。

ぜひ，皆さん方も挑戦してみませんか。

＜終わり＞

(麓離競語珪誉境み/林業講習所）
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測樹器としてのビデオカメラの利用
一上部直径,距離および樹高の測定

いなだみつおこやまよしひろこやままさひろ

稲田充男･小山善寛･小山正裕

1°はじめに

近年，光学機器の発達は目覚ま

しく，その機動性，操作性は高く，

撮影対象の多様化から耐水性，耐

塵性にも優れた機種が登場してい

る。そこで，ピデオカメラを測樹

器として利用することを考え，手

始めとして，上部直径，距離，樹

高の測定法について検討した。な

お，用いたピデオカメラはパナソ

ニツクのNV-S9(プレンビー)で

ある。また，撮影画像の解析には，

標準でスーパーインポーズ機能を

持つシャープのX68000セット

を使用した。

2．ビデオカメラによる

上部直径測定法

ピデオカメラによる上部直径測

定は，野外での撮影，屋内での計

測の2手順よりなる。

野外での撮影は，直径測定位置

を測高桿で示し，測高桿の先のT

字部分が水平で対面するように注

意して行う。測定位置の高さは撮

影時に音声で録音する。測高桿の

先のT字部分を計測の際の基準物

とした｡ちなみに，その長さは7．0

cmである。

測高桿の先のT字部分は屋内で

の計測の基本となるので，はっき

りと写るように改良した。蛍光テ

ープ，反射板，反射テープなどの

素材を比較，検討した結果，黄色

の蛍光テープが最良であった。そ

れを測高桿の先のT字部分に貼り，

撮影を行った。撮影は対象ができ

るだけ大きく写るように高倍率ズ

ームを用い，屋内での計測が行い

やすいように10秒程度の静止画

にする。これらは，より正確に測

定するために試行錯誤を重ねた結

果修得した技法である。

屋内での計測は，撮影画像から

データを読み取り記録するもので

ある。撮影画像を再生し，これに

コンピュータの画面をスーパーイ

ンポーズさせ，開発した処理プロ

グラムを走らせる。マウスのポイ

ンタが表示され，マウスで対象位

置の樹木の両端と，基準物（測高

桿の先のT字部分）の両端の計4

点を指定する。これによりコンピ

ュータ画面上での各座標を読み取

り，対象物と基準物との長さの比

31

から，比例計算で直径を算出する。

なお，上音殖径測定位置の高さは，

撮影時に録音した値を入力する。

3．ビデオカメラによる

上部直径測定精度

ピデオカメラによる測定値と輪

尺による測定値を比較した。測定

は島根大学農学部付属三瓶演習林

23林班て小班，昭和29年植栽の

スギ人工林で行った。測定本数は

47本,測定位置は,22mから6，2

mまで1m間隔,測定総数は235

である。ビデオカメラと測定樹木

までの距離は，最小4.2m,最大

99mであった｡また,1本当たり

の測定時間は2～3分であった。

輪尺による測定値を真値とする

と，ビデオカメラによる上部直径

測定の誤差は,最小－2．0cm,最大

24cm,平均-0.16cm,標準偏差

0.67cmであった。ほぼOを中心

に±1cm程度の誤差の中に収まっ

ている。ちなみに,誤差±0.5cm以

内のものは測定総数の58％,誤差

Jglcnl以内のものは83%であっ

た。同様に誤差率で見ると，最

小-9.62％,最大9.09％,平均-

0.72％，標準偏差350%であっ

た｡すべての測定力這呉差率10%以

内,そのうち84％が誤差率±5％

以内という非常に満足いく結果で

あった。

誤差，誤差率ともその平均値が

マイナスとなっているが，これに

は次の2つの理由が考えられる。

第1に，円形の対象物を見たとき

には，実際の直径が見えず，カメ

ラから対象物に引っ張った2つの

接点を結ぶ長さがその対象物の直

径に見えてしまうことが挙げられ

る。第2に，対象と同時に撮影し

た基準物は，測定したい直径より

もその対象の半径分だけカメラに

林業技術No.6121993,3
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近く，その影響で画面上では基準

物が相対的に対象より若干大きく

見える。よって，対象が実際より

も小さく評価される。これらの理

由から，誤差および誤差率は，わ

ずかにマイナス寄りになると考え

られるが，特にこれらに対する補

正は行わなかった。

今回の撮影は，ピデオカメラの

撮影経験のほとんどない4人で交

代して行った。それでも十分実用

に堪えられる結果が出たことは注

目に値する。撮影，計測とも容易

で，精度面も問題ないこの測定法

は，上部直径の新しい測定法とし

て十分有効な手法であると考える。

4．タイトル画面の利用

ピデオカメラによる測定の基本

原理は，画面の中に長さのわかっ

ている基準物と対象を収め，基準

物と対象の長さの比から比例計算

で対象の長さを知るというもので

ある。現場で上部直径の値を得る

ためには，この長さの比がわかれ

ばよい。それを知る手だてとして，

ビデオカメラのファインダー内に

一種のr目盛り」を入れることに

した。

用いたビデオカメラには「デジ

タルタイトルメモリー機能」とい

うものがあり，あらかじめカメラ

に記録しておいた文字や絵などを

撮影時に呼び出し，撮影画面に重

ね合わせることができる。この機

能は，機種により呼び方は異なる

が，ほとんどのカメラに備わって

いる。例えばSONYの機種では

｢デジタルスーパーインポーズ機

能」と呼ばれている。

測定用に開発したタイトルは，

測鐘機器の十字線のようなもので

横軸のみ目盛りを付けた。これを

ピデオカメラのタイトルメモリー

機能でタイトル画面として登録す

る。このタイトル画面を撮影時に

呼び出し測定を行う。

5．タイトル画面を利用した

上部直径の測定

タイトル画面を利用したビデオ

カメラによる上部直径の測定法は，

基本的には前述の方法と変わらな

い。ただ，基準物と対象の長さの

比を計算機上で読み取るのではな

く，タイトル画面の目盛りから読

み取るのである。すなわち，上部

直径測定位置に当てた測高桿のT

金具とその位置の幹の幅それぞれ

の目盛りを読み取る（図・1参

照)｡読み取ったそれぞれの目盛り

の値から，比例計算で測定対象位

置の上部直径を求めることができ

る。この計算は非常に単純なもの

で，野外でも簡単に行える。これ

により，現場で測定値を知ること

ができるのである｡演習林で48本

の立木を対象に161カ所測定した

ところ，測定時間は1本当たり3

～4分であった。

輪尺による値を真値として，こ

の方法による誤差と誤差率を計算

すると，誤差は，平均:0.38cnl,

標準偏差:0.70clll,最大値:2.20

Cnl9最小値：-2.04cnl,また，誤

差率は，平均：279

きる。タイトル画面を登録するだ

けで，現場で直径の値も，計算機

上で正確な値も知ることができ，

非常に便利，かつ，有用である。

また，これを応用すれば，望高

法による材積推定もできる。その

方法を概説すれば次のようになる。

まず，胸高位置でビデオカメラに

よる直径測定を行う。このとき倍

率は関係ない。基準物と胸高直径

の目盛りの読みの比が出ればよい。

次に，その比が半分になるような

位置を探す。そのような位置の高

さが望高である。このようにして

望高を求めることができ，あと計

算に必要な値を輪尺などで測定す

ればよい。このようにすれば，比

較的スムーズに望高法が実践でき，

材積推定が行える。

なお，測高桿はしなりやすく，

撮影に手間取ることがある。これ

には，測定目的に応じ一定長の基

準物を用意するとか，基準物を軽

金属素材の軽くて曲がりにくい物

にするとかして対処している。現

在，丸太採材時の末口直径測定用

のポールを自作し，測定を行って

いる。この点については，別の機

械に報告する予定である。

％，標準偏差：4．78

％，最大値：10.38％，

最小値8-9.84％で

あった。

単に測定精度だけを

問題にするならば，前

述した方法のほうがよ

い。ここで示したタイ

トル画面を用いる方法

でも，撮影テープを持

ち帰り計算機上で処理

することはもちろんで
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6．ビデオカメラによる

距離の測定

距離を測定する方法の1つにス

タジア測定がある。スタジア測定

は，トランシットやレベルの十字

線のところに一定間隔のスタジア

線を持つものを用い，距離を測定

しようとするところに立てた標尺

の長さを読んで，距離を求める方

法である。ビデオカメラのタイト

ル画面を使うと，このスタジア測

定に似た方法で距離が測定できる。

その方法について説明する。

距離測定位置にポールを立て，

それを撮影し，画面上で目盛りの

値を読む。ただし撮影は，再生画

面をより有効に使うため，ビデオ

カメラを通常の持ち方ではなく，

90度傾けて行う。撮影画面は図･2

のように上下が横向きになり，よ

り広範囲の撮影ができる。前もっ

て距離と目盛りの読みとをグラフ

化し，両者の関係を表す関数を推

定しておき，目盛りの読みから距

離がわかるようにする。これは，

スタジア測定におけるスタジア係

数を決めることに相当する。撮影

に使用したポールは2mのもの

で,わかりやすいように50cnl間隔

で蛍光テープを巻いた。撮影は

15～30m,30～50m,50～100m

の3つの場合に分けて

行い，その際撮影倍率

は，混乱しないようき

りのよいものにする必

要がある。15～30mは

ポール1m．8倍ズー

ム,30～50mはポール

2m･8倍ズーム，

50～100mはポール2

m･16倍ズームを使っ

た。

以上のような設定で

測定を行った結果，距

離Xと目盛りの読みY

からグラフを描くと

図・3～5のようになっ

た。これらにいくつか

の関数を当てはめてみ

たところ指数関数，

Y=cYX'

が最も良い当てはまり

を示した。最小二乗法

により当てはめた結果

は次のとおりである。

15～30mの場合：

Y=251.5X-1.016

30～50mの場合：

Y=712.5X-1.065

50～100mの場合：

Y=1,141X-1042

これを利用し，逆に

1mまたは2
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距離と目盛りの読みとの関係

1mまたは2mのポ

ールの目盛りの読みか

ら距離を推定すること

が可能になる。この値

は機械ごとに異なった

値を示すので，必ず測

定準備としてスタジア

測定におけるスタジア

定数決定の前処理をし

なければならない。

7．ビデオカメラに

よる樹高測定法

樹高測定も上部直径の測定と同

様，野外での撮影と屋内での計測

に分けられる。

野外での撮影は、測高桿を上げ

やすい所まで上げう基準となる測

高桿の節が，上から3つ分と対象

樹木の頂端が同一画面内に収まる

ようにして行う。その際，対象が

大きく写るように，カメラを通常

の持ち方から90度回転させ，横方

向に倒して撮影する。また，上げ

1111■■■

1,1.1.1,1．1．1．，，1･I
1．101．1．1‘1．1．1‘’’0．
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rー
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蹄

図･2距離測定画面（上下を横向きに撮影）
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表･1ビデオカメラによる樹高測定結果

測定項目

樹高（、）

距離（、）

角度（画

樹木1

推定値

13.3

20.0

12.0

比戦値

13.4

19.7

ー

樹木2

推定値

31.0

38.0

13.0

比較値

30.0

39.7

図･6対象物と撮影画像との関係

9．おわりに

デジタルタイ|､ルメモリー機能

は，本来撮影画面に文字や絵など

を挿入するためのものであるが，

その機能をうまく使えば，ビデオ

カメラで上部直径や距離などが測

定できるようになる。ここで示し

たタイトルはほんの一例で，測定

項目に合わせて工夫することによ

り，もっといろいろなものが測定

できるようになるであろう。今後，

必要に応じて順次新しいものを考

案し，興味あるものができれば報

告したいと考えている。

なお，ビデオカメラ自体の改造

についても検討中である。樹幹の

形状測定に加え，樹冠形状，色彩

等の解析にもピデオカメラを活用

すべく，さらに実験，調査を行う

予定である。

(島根大学農学部
生物生産科学科）

た測高桿の長さを，撮影時に音声

で録音する。

屋内での計測は，対象樹木の頂

端，測高桿の先，測高桿の節を上

から3つ，計5点をマウスで指定

する。撮影画像は図･6のように歪

み，実際の長さがXのものが画面

上ではX,Yのものがyとなる。

画面上部ではaだけ短く，画面下

部ではbだけ長くなる。この関係

を撮影斜距離Hと撮影角度βを

用いて表すと，

妬＝二

y=

HXcos8

H+Xsin8'

HYcos"

H-Ysill8

となる。撮影画像上から長さのわ

かっているものを数点選び，それ

より撮影斜距離Hと撮影角度β

を最小二乗法で推定し，これらよ

り求める点までの長さを算出する。

これに撮影時に記録した測高桿の

長さを加えれば，対象樹木の樹高

が求まる。

8．ビデオカメラによる

樹高測定例

上記の方法により，島根大学構

内にある2本の樹木の樹高を測定

した。比較のために，樹高をブル

ーメライス測高器により測定した。

林業技術No.6121993.3

また，カメラと対象樹木との水平

距離は巻尺により測定した。結果

を表｡lに示す。表中，推定値とは

ビデオカメラによる測定結果であ

り，比較値とはブルーメライス測

高器または巻尺による測定結果で

ある。

長短2種の樹木の樹高を測定し

たが，その長さにかかわらず，従

来の機器で測定した値とほぼ同様

の結果を得た。少数例ではあるが，

ピデオカメラによる樹高測定は，

屋内での計測に必要なだけの情報

を含んだ画像さえ撮影できれば，

十分可能である。

しかし，林分内の樹木のように

周辺木に視界が遮られているよう

な場合には，ビデオ撮影が思うよ

うには進まない。ここで示した樹

高測定法は，林縁木，孤立木など

では使えるが，本来，樹高測定を

必要とする林分内の樹木には適用

しづらい面がある。その点から考

えると，この方法は若干実用性に

欠けるといわざるをえない。

ただ,材積推定のためなら,前述

の上部直径測定を用いればかなり

IE確な材積求積が可能で，樹高測

定の意味合いは小さい。それゆえ，

ここではビデオカメラによる樹高測

定の可能性についてのみ紹介した。
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(CZ-601C用)．228pp,シャープ
株式会社，大阪，1989



本土復帰後の沖縄県の
林産物生産状況

しのはらたけお

篠原武夫

は総じて活発でない。

沖縄の林業の中心地は沖縄本島

(沖縄島)，北部(山原・ヤンバル）

であり，この地域は重要な水資源

地域でもあり，また貴重な動植物

の生息・生育地でもある。林野所

有別に林業生産活動を見ると，最

大面積を有する公有林が林業生産

の中心的役割を担っており，私有

林の林業生産（伐出・造林）は非

常に悪く，また国有林は米軍用地

や国立公園等になっているため，

現在国有林での林業生産活動は行

われていない。

沖縄は森林の立地条件から全般

的に優良椛造材の生産に適してお

らず，その樹種概成からして，素

材の用途はパルプ用原木，矢板・

型枠等の土木用仮設材および薪炭

材,しいたけ原木等が中心である0)。

県産材（用材）の生産量（表・1）

は増減を繰り返している。今後と

もフローリング材，家具材等の付

I

=＝

h

I昼

~
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加価値の高い利用促進が望まれて

いる。平成2年の県産材の自給率

は93％である7>・

用材の生産は主に県有林（県営

林）を含む公有林でなされ，私有

林では非常に少ない。国有林では

本土復帰から今日までダム開発等

に伴う立木処分はあるが，販売を

目的とした木材生産はなされてい

ない。伐出は素材生産業者や製材

業者等によってなされている。

パルプ用チップ生産加工施設

(昭和59年9月13日までの事業

主体は沖縄北部森林組合，その後

は国頭村森林組合)が昭和51年度

に国頭村与那に設置され,52年4

月から操業を開始し，チップを宮

崎県にある王子製紙日南工場に出

荷している。県内で唯一のチップ

エ場が設立されたことによって，

表の中の用材生産を見てもわかる

とおり，用材の多くがパルプ用チ

ップに利用されている。

沖縄本島北部の森林にはノグチ

ゲラ，ヤンバルクイナ，ヤンバル

テナガコガネ等の天然記念物など

貴重な野生動物が多く生息してい

るため，特に近年国頭村内の森林

伐採を巡って「開発か保護か」の

論議が非常に高まっており，自然

ご刀

9童ら=昼司

わが国の亜熱帯林業の本場は沖

縄と奄美大島である。奄美大島は

昭和28年12月25日,沖縄は昭和

47年5月15日にアメリカ統治下

から日本本土へ復帰した。沖縄県

は昨年本土復帰20周年を迎えた。

今年の4月25日には本県で第44

回全国植樹祭が開催され，沖縄林

業を知ってもらう良い機会になる

であろう。本稿では，本土復帰後

の沖縄県の林産物生産状況を紹介

する。

本県の森林面積は106,084ha

で，そのうち民有林は73,645ha

(市町村有林42,530ha,私有林

25,793ha,県営林5,077ha),国

有林が32,439haであり，森林率

は47％である')。今日，沖縄の森

林資源は約12,0()0haの人工林を

含めて総じて育成途上にある2)。

沖縄は亜熱帯海洋性気候に属す

る3)。沖縄の島々を覆う緑の大部

分は亜熱帯常緑広葉樹林（亜熱帯

降雨林)である4)。沖縄の森林も植

物社会学的には日本列島のヤブツ

バキクラス域の常緑広葉樹林とし

て位置づけられており，ヤブツバ

キクラス域の代表的な常緑広葉樹

林はスダジイ林（イタジイ）であ

る5)o

亜熱帯地域の沖縄ではスギやヒ

ノキ等といった有用な経済樹種の

生育適地が非常に少なく，低質の

亜熱帯性広葉樹林を主体とする森

林植生が森林面積の大部分を占め

ている。そのために林業生産活動 写真･1イタジイを主体とする沖縄本島北部の森林

林業技術No.6121993.3
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表･1林産物生産量の推移 保護の圧力によって将来伐

採地域が狭められ，原木調

達が困難になるのではない

かという心配が生じている。

平成元年の用材の粗生産

額は3．9億円であるs)。同

年度の木材，特用林産物，

緑化木等を含めた林業生産

額は20億円余に達し.てい

るという話も聞かれる。

特用林産物（表・2）とし

ては，生しいたけ，きくら

げ，たけのこ，木炭等があ

るが，本土復帰後，特用林

産物生産奨励事業をはじめ

林業構造改善事業，林産集

落振興対策事業等の補助事

業および制度資金により，

しいたけ，たけのこ，木炭

の生画脳設が整備されたた

め，広く生産されるように

なった幽)。沖縄本島北部の

恩納村ではヤシ類，ゴムノ

キ類，ガジュマル，カポッ

ク等の観葉植物（緑化木）

≧薑長富
用材（素材)(m')

チップ洋産黒
(t) う

薪
げく Ｊ
竹
束く

製材用普通丸汰 パルプ用 合計その他

昭和47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

平成元

2

34,221

8,188

8,887

12,955

13,423

16,641

9,898

16,773

19,112

32.048

15,530

16,707

20,639

31,885

24,852

18.863

22,456

26,728

25,719

3,300

1,700

3,872

2.500

2,075

2.428

2,055

2.895

3.242

2.019

2,488

3,408

5,806

6,306

4,540

4,879

6,149

5,146

5,345

16,082

2,843

380

2,256

1,227

230

1,100

1.356

267

10,805

42

272

257

340

3,927

5,494

5,403

3.616

4.105

3,380

1‘389

1,160

167

3,382

7,760

9,473

5,760

6,119

6,187

6,579

14,567

3,388

4,295

4,272

4,627

8.580

3,127

8.417

12,233

17.835

11,840

13.132

11,451

17.819

10,839

8.224

10,188

15.395

13,795

（
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／
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４
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０
８
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９
５
－
－
４
躯
師
塑
２

２
０
３
２
１
５
２
３
２
１

▽
。

１
１

8,500

2,316

2,334

1,149

1,805

1,000

1,040

1,395

2,372

3,560

90

1,730

4,885

5,580
500

800

200

340

6,490

3,470

7,868

10,509

10,796

10,484

11,231

12,221

12,793

11,779

7,524

10,960

15,405

12,928

昭和47～51年の数値は沖縄県農林水産部林務課『沖縄の林業」(昭和58年版)，112

頁，52～62年は同r同」（昭和63年版)，123頁，63～平成2年は同r同」（平成3
年版),81頁より作成｡昭和60年以降のチップ生産品の中にはパルプ用チップばか

りではなく，堆肥用チップも含まれる。用材の『その他｣には枕木，タルキ，木炭

原木，しいたけ原木等が含まれる。昭和59年以降の用材の中の『製材用」は普通
丸太を含む。昭和57年までの用材の中には国有林の生産量も含むが，それ以降は
含まれていない

注）

表･2特用林産物の生産量の推移

≧､運皀
生しいたけ
(t)

きくらげ（生）
(t)

ひらたけ
(t)
ビロウ案
(1,000枚）

オオタニワダリ
（1,000枚）

木炭
(t)
しきみ（切葉）
(1.000束）

ユーカリ（校葉）
1.000本(t)

タケノコ
(t)

■

昭和51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

平成元

2

1．4

3.4

17.8

39.6

42.7

44.7

43.9

32.2

32.6

33.8

33.1

31.7

39.9

36.7

35.4

0．6

0.5

18.0

80.0

94.0

62.2

33.5

127

14.2

1．8

0．5

3．2

44
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２
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３
７
３
３
６

１
１
１
２
２
１
３
３
４
７
７
７
８
８
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635

456

585

534

1,028

3,702

2,459

1,124

1,147

1,223

1414

1,358

1.275

9

1

14．4

23．8

57．5

69．3

85．3

749

58.9

124.5

149.4

4.0

19.0

23.8

4.2

11.4

35.0

36.7

27.6

21.8

20.4

26.2

15.2

ｊ
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２
５
３

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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注）：昭和51年の数値は沖縄県農林水産部林務課r沖縄の林業」（昭和58年版)，118頁，52～平成2年は同｢同」（平成3
年版)，82頁より作成
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写真･2沖縄本島北東村内の

しいたけ生産林家の施設（楕木はイタジイ）

aW"｣一･･』
壬

了曇些鼻－－冬

写真･3八重山森林組合の木炭生産施設

（写真の原木はモクマオウ）

の生産・販売が盛んである狐l)11)o

しいたけ栽培については，昭和

50年までは2，3の篤志家が試験

的に栽培している程度で，経営的

に成功している事例はなかった。

昭和51年より商品としての生し

いたけの生産が開始され，年々生

産量は増えていき,56年には約45

tに達し，その後減少傾向にある。

しいたけ生産の中心地は沖縄本島

北部である。

しいたけ原木はイタジイである

が，近い将来，原木不足問題が起

こるのではないかといったことが

生産者（林家）の間で心配されて

いる。亜熱帯地域の沖縄ではしい

たけ菌を殺すトリコデルマ菌やク

ロコブ菌等といった雑菌（害菌）

の繁殖が旺盛であるので，植菌後

の梢木の管理は非常に重要となっ

ている。

近年，木炭は野外レジャーの活

発化によって燃料としてバーベキ

ュー用に利用されたり，園芸ブー

ムを反映してラン栽培の培養地と

しても利用され，さらに線香炭の

利用も増加してきていること等に

より，木炭の生産は表に示すごと

く相当に増加してきている。木炭

生産の中心地も沖縄本島北部であ

る'2)。沖縄本島北部ではユーカリ

が本土動物園のコアラの餌として
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植えられ，その葉(枝葉)が生産・

出荷されている。

亜熱帯林業は樹種等いろいろの

問題を抱えている。平成4年9月，

政府によって「第3次沖縄振興開

発計画」（10年計画）が策定され

た。この計画に示された沖縄林業

の振興策は，①森林の公益的機能

の強化と緑豊かな生活環境の創出，

②林業生産基盤の整備と林業経営

の改善及び担い手の育成，③林業

技術の開発と普及の強化13),の3

つである。この計画を十分活用し

て沖縄の森林資源の整備と林業生

産の活性化を図ることが非常に大

切である。

（琉球大学農学部教授）

主な参考文献

1）沖縄県農林水産部「沖縄の農林

水産業」平成3年度,p､40
2）沖縄開発庁沖縄総合事務局農

林水産部「沖縄農林漁業の動
向｣,p､198～200,昭和62年

3）前掲密1),p.4

4）新納義馬｢沖縄の植生」r日本の
生物』,1989年1月,p.28,文一
総合出版

5）池原貞雄･初島住彦監修「沖縄
の生物｣,p.11,昭和51年，新
星図講

6）沖縄県農林水産部林務課｢沖縄
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7）同r同」平成3年版,p､84
8）沖縄県企画開発部企画調整室

「沖縄県経済の概況」平成3年
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10)沖縄開発庁沖縄総合事務局農
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おける沖縄林業振興特別対策
事業実縦と効果調査報告書」，

p.24～31,昭和59年
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査」昭和63年度,p.12～14
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林水産部r沖縄県における特用
林産物の生産・流通に関する調
査報告泌｣,p.2～30,昭和61年

13）沖縄開発庁「第3次沖縄振興開
発計画｣,p.21～23,平成4年9
月
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雑誌社などから派遣された記者で

構成され，大抵の場合役所の一角

に独立した部屋を与えられて大勢
たむろ

の記者が常時屯しているのである。

こうした記者クラブ制というもの

は諸外国には存在しないと聞く。

さてその記者クラブに対して役所

側が情報を発信するわけだが，そ

の方法は書面で一方的に発信する

いわゆる｢投込み｣，そして役所の

責任者が塾の講師よろしく記者一

同を集めての説明。つまり「レク」

がある。もちろん記者が個別に取

材することもあるが大方は投込み

とレクによった情報がすなわちニ

ュースとなって巷に流され，みん

なの目や耳に到達することになる

わけである。が，このシステムに

実は先月号で指摘したことが生ず

る要因が潜んでいるのである。

まず，役所からの情報提供，こ

れはその役所にとって不都合のこ

とはすべてカットされた「いい子，

悪い子，普通の子」の中のいい子

だけを純粋培養したものばかり，

農林鶏
う

鵜飲みは怖いよ，情報の

先月号での約束で今回もマスコ

ミを断罪する羽目になったことを

いささか後悔しながらの筆運びな

のであります。

目まぐるしく時時刻刻と移り変

わっていく現代社会の動きを間髪

を入れずに電波として，活字とし

て情報化するマスコミとはまった

くすごいの一語に尽きる。が，そ

の彪大な情報の源，つまり発信先

はその大部分が役所絡みだと聞く。

そう思って新聞のページをめくっ

てみるとなるほどと納得するはず。

一面記事の多くは国内外の政治や

経済で埋まり，これの情報源の多

くは外国政府筋や東京永田町かい

わい。2～3面の多くは行政記事

でこれは中央の諸官庁が発信源。

そして4～5面の外国ニュースも

それぞれの諸外国の政府筋が主役。

7～8面の経済記事もその大半は

経済官庁やそれに関連する団体か

らの発信◎文化，スポーツ欄は置

いといて24面以下のローカル記

事と社会面も市町村役所や警察が

ニュースソースといった具合が一

目瞭然，あらためて日々目にし耳

にする情報源の大宗が役所筋であ

ることの確認が得られたことだと

思う。

そこでその重要な情報源である

役所とマスコミの接点，そして情

報のやり取りのカラクリを絵解き

してみると，日本の役所の大部分

には記者クラブなるものが存在し，

新聞社，ラジオ・テレビ局そして

… 木造大型建築物の

建設状況
大断面構造用集成材による建築物の建設状況

棟数
わが国では,昭和61年度から平

成2年度の間にモデル木造施設建

設事業により各都道府県に1棟ず

つ博物館等の木造大型建築物を建

設し，木造大型施設の良さを，木

材関係業界はもとより，設言堵，

デザイナー，一般の国民に対して

PRを行ったところである。

その成果や昭和62年の建築基

準法の改正もあり，大断面構造用

集成材を用いた木造大型建築物の

建設が民間の各種施設においても

増加している。

大断面構造用集成材を用いた木

造大型建築物の建設状況を見ると，
平成3年度は，校舎等が最も大き
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篝 菱
昭和61 62 3､

年度

図校舎等団集会施設Z事務所園店舗園エ場題その他

資料：日本集成材工業協同組合調べ

林業技術No.6121993.3



39

叩ロゼ目pgrBHppRロロロロEgrBpgppEHE日露蒼目豊葺菖菖暮冒葺昌層目日萱日日H2豊日昌豐曹匡号譽冒薑薑薑薑薑薑薑薑薑臺薑薑臺薑言臺gm
u 側nIU

umIⅡn
Ⅱ、叩Iさらに当該役所の主張，立場を

言ったもので色濃く味付けして

あるのがこれ当たり前。こんな

ものが真実の情報だなんておこ

がましいが，いったんマスコミ

に載ると真実の衣を着て独り歩

きするから始末に負えないので
そしゃく

ある｡一方こうした情報を咀I隠

し本当の情報にろ過するはずの

クラブ記者がこれまた転勤サラ

リーマンの典型，まったくジャ

ンルの異なるさまざまなクラブ

を1年未満で回り歩くため，基

礎知識もきわめて乏しくいわば

役所の呪縛から逃れる術を知ら

ない記者が大変に多いのである。

昔は職人気質のその道のプロ記

者が多く，下手な情報を提供し

ようものならそれこそコテンパ

ンの憂き目に逢うこと必定だっ

たと聞き及ぶが，いまはアマさ

んのおかげで天下太平なのであ

ります｡情難に触れる前には手
洗いと眉に唾を忘れずに。
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雪持林の分布

■ ■
■■■
画画

0■■

雪持林胃
■■

、

林政拾漬沙
画

e■

、

幽

画 鯨

顛

呂

の落下を防いできたのであった。ニ
ロ■

傾斜度40．前後という急傾斜地胃
の多いこの村で，雪崩の災害か言
ら守る雪持林は集落のすべての旨

■U

人々によって保護されていた。胃
例えば｢雪持林の中では草木の目
伐刈はしないと村中で申し合わ；

耐

せ」たり(昭和7年，相倉集落)，闇
u凹

雪持林には「ナタ，鎌決シテ入M
レヌ」ことを村中で決議したり;i

(明治23年,下梨区),立ち入るil
側I’

ことも厳禁したり（明治14年，W
IIM

下梨区）してきたのである。;ill

雪持林は雪崩を防ぐ森林とし｜|’
て現在も大切にされているが，；｜

ロ、

最近では｢五箇山の住民たちが劇
協力しあって育ててきた自然景ヨ
観」としても注目されている§
(｢雪持林の概要調査｣，昭和62§

卓

年，平村)。村の子供たちに雪持昌

林について学ばせ，訪れる人た畠
ちには雪持林と人間の触れ合い目
の歴史を伝え，豪雪の中で育ま目

■B

れた特色ある生活文化としてい目
つまでも雪持林を維持･継承し§
ようと計画されている。雪国に昌

坤

おける森林と人間の触れ合いの，二
■■

長い歴史の姿がここに示されて呂
呂

い る。呂

（筒井迪夫）目
呂

呂

爵

；富山県平村に雪持林（ゆきも
叩

；ちりん）と名づけられている林
；がある。豪雪地帯のこの村特有
；の森林で｢雪崩防止保安林」の
剛1

爵指定を受けているが，その歴史
剛

＃は古く，江戸時代から集落の共
骨同山（惣山一そうやま）として
胃維持された森林である。集落の
顕

§すぐ背後の急傾斜地に設けられ
§ており，大きいもので31.15ha
目（大島集落),小さいもので0.30

gha(小来栖集落）とまちまちだ
■

§が,22集落のうち12集落に設
；定され,現在は生産森林組合有
Hm

IMとなっているものが多い。戦争
l岨

M直後の昭和20年代の初め,ほか
uMI

NIの森林は焼き畑に開発されたり
＃薪炭材に伐採されてはげ山にな
'＃っていたにもかかわらず，この
HⅢ

冊雪持林だけは黒々と大切に守ら
畑！

§れていたという。
§雪持林は自然のままの森林そ
胃のままである。なかでもブナ，
■■

目トチ，ケヤキ，ミズナラ，カツ
ミラ，イタヤカエデの6種の広葉
昌樹が目立っている。なかには
旨80～100cmの巨木もある。これ
ﾛ■

胃らの木がこの地方で『アワ」と
畠呼ばれている表層雪崩や，ソコ
目ナダレと呼ばれる湿雪全層雪崩
旨
豊

く99棟(29％)，次いで工場が46

棟(14%),集会施設が42棟(12

％）となっており，この3種類で

全体の55％と過半数を超えてい

る。

また，全体の棟数では，昭和61

年度は118棟だったものが，平成

3年度には29倍の337棟に増加
している。特に，校舎等は，昭和

61年度の4．3倍に増加している。

さらに，集会施設は，9棟だった

ものが約4．7倍の42棟,店舗はわ

ずか3棟だったものが7倍の21

棟と大きく伸びている。

このように，大断面構造用集成

材を使用した建築物の棟数は着実

に伸びており，今後の新たな木材

の使用方法の一つとして期待され

ている。

趣ロロ加ロ”脈ﾛ加ロ咽U龍ロ日””躯躯卵霊聖窪竈誰講””翠雲睾薑薑菫葺壼冒諏”璽翠薑薑室

休業技術No.6121993.3
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肇潅難藤繁
聯鰯総鮮醜藤驚蹴輝鰐窓議薦灘澪ら課％

騒識蕊識溌
轤藤課礁瀦鰈羅鬘講慧襄鯵
霊蝋噸諸臓"蝋‘撫霧嚇懸澱嘗謝露
小雪ｳ埋奇*まゆ章ﾁﾆ奇孜毒戦野準声糸罫訣藍予軍我シ守孜学寺覗雰*夢私シ5強島売承ふく季夢求塞浩令戦シ冒奄墓毛筆や＝褒章粂罫独舞や堂守悲軍世章ｳｰｩ澪や宝+＝唖呈売辛章条舞韮野輩昌完訣罫誰霊歌舞訣睾守戦章我塞證票戦雲承塞敢霊討

表題に多少の堅苦しさを感じたこの考えは「終章」に至って結

識:蕊:燕:蕊舞溌韓蕊：としても，読み進むうちに，著者晶し，「あとがき」では，「林学を

謹刈語飛；の情熱がいやおうなくその中へ引『森林環境学』として再編してい《
:.:.．:．:｡:.:鍵:織辮識::::::｡:･詞･･訟 き込んでしまうという，魅力に富ことがわたくしにはおもしろく思

んだ内容の著作である。著者が言われる」という表現にまとめられ

う,｢木から森を見てきた学問体系る。

北尾邦伸著としての林学｣からは,おそらくその終章に到達するまで,著者

森林環境と懸撫:鴛欝労作標ﾃ蕊鰯熟爵
流域社会林学ばかりでなく'林業もまた説が展開されていくのである。大変な危機にひんしている。著者以下，章の編成順に内容を追っ

鱗 篭
ある。環境保全型の「林業」を追資本の投入」では，滋賀県におけ

発行；雄山閣出版㈱
求する地域マネジメント体制(｢森る公社造林が取り上げられている。

〒102東京都千代田区富士見2-6-9林社会｣)に取り組むべきだという「Ⅳ林業における『産地形成』
(a03-3262-3231)

のが著者の考えである。の動き」は，北海道のカラマツ林

平成4年11月5日発行さらに，第1の点と第2の点の業を題材とする。
A5判,243頁リンクを図ることの重要さにも触「V森林化社会の社会学」で取

定価4,800円（本体4,660円）れる。り上げられた知床問題は，これだ

林業技術No.6121993.3
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驫灘蕊たち全隊

平安時代

鰯蹴憲難縦！

i
みたい。

中国での少数民族の娘さんた

ちは，ほとんど，その民獅艮を

着ていた。それでどの民族に属＃
するか傭箪にわかった｡ここ≦；
が男はほとんどが人民服を着て；

けでも多くの人を引き付けずにお

かぬ内容といってよい。たえず一

方的な論理を押し付けられる立場

の一般市民に，この部分はむしろ

読んでもらいたいとさえ思うので

ある。

ところで，本書の記述がこれほ

ど説得力に富むのは，いったい何

に起因するのであろうか。もちろ

ん著者の発想の柔軟さも文体のや

さしさもその理由ではあろう。し

かしもう一つこれだと思い当たる

のは，「技術論を捨象しては『産業

論』は成り立たないと筆者は考え

ている」という本文中の記述であ

る。

本来難解なはずの論理を，着実

に読者に浸透させていける理由の

一つは，この姿勢にもあるのでは

なかろうか。

（北村昌美・山形大学名誉教授）

41

[司毫卯

ファミリーキャンプを

始めてみませんか

最近，ファミリーレジャーと

してオートキャンプがブームだ

そうである。ファミリーキャン

プともいう。わが家も5年くら

い前から毎年夏休みには小さな

クルマにキャンプ道具を満戦し

て出かけることにしている。朝

には野鳥の声で目を覚まし，夜

には満天の星空の下で家族の団
らん

蘂を楽しむというのはほかには

ない楽しみである。

今年も夏休みにはどこへ出か

けようかとガイドブックを見な

がら早くも考えている。どこの

キャンプ場にするか家族の注文

はなかなかうるさい。まず第1

にトイレは水洗であること，第

2にクルマをテントサイトまで

乗り入れられるオートキャンプ

場であることなどなど。お釣り

がきたり，においが目にしみる

ようなトイレだったりすると子

供や家内の不平をなだめるのが

大変である。

キャンプ用品も最近は便利な

ものがたくさんできている。野

外での炊事や団藥のためのター

プテント，ツーバーナーのコン

ロ，ガスランズ携帯用テーブ

ルはファミリーキャンプには今

や必需品である。携帯用のガス

冷蔵庫もできている。キャンプ

場の施設も最近整備されてきて

いる。トイレの水洗化，シャワ

ールームの整備はこれからは絶

対に必要である。なかには，テ

ントサイトに電気コンセントや，

果てはTVジャックまでを設置

しているところもあるそうであ

る。

都会生活をそのまま自然の中

に持ち込むようなものであるが，

昔のような乞食生活的キャンプ

はもはやはやらないのである。

昼間は木陰の下で,CDラジカ

セをBGMにして，よく冷えた

ビールを飲みながら折りたたみ

ベッドに寝そべって読書する。

夜はごちそうを作ってホームパ

ーティーということになる。都

会生活の便利さを捨てることな

く，自然の中でゆったり洗購を
過ごすというのが最高の携沢と

いうことである。

こういった設備の行き届いた

キャンプ場は，全体から見ると

その数はまだまだ少なく，夏休

みなどの最盛期には春ごろから

予約しないとなかなか利用でき

ないのが現状である。今後，余

暇時間の増大に伴い，キャンプ

人口はさらに増加するとともに

滞在日数も長期化するであろう。

質の高いキャンプ場がさらに必

要である。国有林野内には適地

も多くある。国有林に求められ

る野外レジャー施設として，ス

キー場，ゴルフ場の次は国設オ

ートキャンプ場か。

あなたもファミリーキャンプ

を始めてみませんか。

（自称ナチュラリスト）

（この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.6121993.3
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嶺北地域における流域林業の

展開と課題

全国森林組合連合会渡辺昭治

林業経済研究No.122

1992年11月p.11～18

成熟しつつある森林資源を背景

に，新興林業地として川上から川

下まで地域ぐるみで国産材林業地

形成として，国産材の産地化を達

成する動向も，高知県嶺北地域や，

宮崎県耳川地域等各地で目立つよ

うになってきている。そうした産

地化の取り組みは，一般的には市

町村を超える広域な圏域単位で，

林業構造改善事業等国の補助事業

を導入して，ソフト面では地域林

業関係者を結集して地域林業の組

織化が，また，ハード面では，素

材の生産から流通，加工，販売の

拠点施設整備を軸に展開してきて

いるといえる。

こうした国産材の林業地形成方

向は，最近提唱されてきている，

いわゆる森林の流域管理システム

にも取り入れられようとしている。

このように，国内林業形成も，

いわゆる流域林業として位置づけ

られてきている。本稿は，嶺北地

域における林業地形成の展開を見

ていく中で，課題である流域林業

生産構造の現状と課題を明らかに

し，同時に，流域管理システムの

動向にもアプローチしたものであ

る。

コナラニ次林における前生稚

樹の生育形と前生稚樹による

更新の研究

林業技術No.6121993.3

鳥取大学韓海栄・橋詰隼人

日本緑化工学会誌18－2

1992年10月p､1～12

コナラはわが国の里山に広く分

布している。材は堅くて火持ちの

よいことから昭和30年代までは

薪炭材として広く利用されてきた。

しかし，薪炭材の需要は激減し，

現在はパルプ材やシイタケ原木と

して利用されているが，その量は

往年の薪炭材需要量に比べてはる

かに少ない。薪炭材として利用さ

れないため，里山のコナラ林は施

業がなされず放置されたままの林

分が多い。今日，里山の林業的利

用価値は以前に比べて低下してい

るが，人里に近い森林であり，環

境保全林あるいは公益林としての

価値はますます高まっている。特

に都市近郊林は公益林として今後

整備していかなければならない。

コナラ林の更新法については薪

炭林施業に関連して萌芽更新法が

主に研究されているが，天然下種

更新に関する研究は少ない。本論

文は前生稚樹の生育形と前生稚樹

による天然更新について試験地設

定後3年間の調査結果を報告した

ものである。

解析写真測量と路網計画

名古屋大学農学部北川勝弘

森林航測No.168

1992年11月p.1～4

高性能で操作方法の簡単な空中

写真の解析図化機が，一般にもう

少し安く入手できるようになった

としたら，その機械をいったいど

のように活用しうるものか，林道

網の計画方法について研究してい

る者の立場から考えてみよう，と

いうのｶﾖ本稿の目的である。

そのためには，①空中写真から

引き出せる多様な情報のうちで，

どんな情報が路網計画のどの部分

へどのように適用しうるのか，そ

して，②空中写真から引き出した

種々の情報を，どのように系統的

に処理して路網計画に活用できる

ようにするか，という2つの問題

に分けて考えるのが妥当であろう。

3次元座標データとして得られる

解析写真測量の結果を有効に使い

こなすためには，当然のことなが

ら，コンピュータを用いて以後の

各種データ処理を行うことが大前

堤となる。

本稿では，解析写真測遮の路網

計画への応用を進める立場から，

上記の2つの問題について考察し

ている。

建装材における木質材料の二

次加工の概要(1)

凸版印刷（株）高橋富雄

木材工業47-12

1992年12月p.582～587

最近の天然木を取り巻く環境は

地球温暖化問題や環境保全・維持，

熱帯雨林等の木材資源の枯渇など

の理由で厳しい状況にあり，とり

わけ木材の有効利用が不可欠にな

っている。また住宅産業では居住

性の追求や，より快適な住環境の

追求が強まり，高級化・本物指向

から木質材料が好まれて使用され



るようになってきている。

このような事情からこれら天然

木を有効利用するために印刷を用

いた化装材の役割が増大，注目さ

れてきている。また，最近ではエ

コロジーなどの問題で化装シート

を貼ることから，シートなどを介

さずに直接，基材へ絵付するよう

なことも見直され，行われてきて

いる。

また一般的に建装材，家具など

の部材は種類も多く，かつ形状も

多岐にわたっていることから木質

材料を効果的に利用するために化

装材を木質材料と複合し，特に部

材加工する立体的な加飾・加工技

術が重要となってきている。本稿

は，印刷・化装材の使われ方や化

装材を用いるための化装加飾技術

としての木質材料の主な加工方法

について紹介したものである。

日本で初めての木造三階建て

マンション

森林総合研究所神谷文夫

山林No.1303

1992年12月p.18～26

9月16日,横浜市で建設されて

いた床面積3,000nfの日本初の木

造三階建共同住宅「スーパーハウ

ス」が完成し，アマコスト駐日ア

メリカ大使，山崎建設大臣らが参

列して落成式がとり行われた。

このスーパーハウスはi,1993年

度の建築基準法改正に先立ち，そ

の改正で建設可能となる最大規模

の木造共同住宅のデモンストレー

ションのため，アメリカ合板協会，

相模鉄道，三井物産等のグループ

が建設大臣の特認を得て建設した

もので，構造は枠組壁工法によっ

ている。

落成式の翌日，アメリカ合板協

会等の主催で「スーパーハウス国

際会議」が開かれ，スーパーハウ

スプロジェクトの詳細，北米とイ

ギリスにおける木造多層階共同住

宅の紹介，木造建築の耐火性，コ

スト，北米と日本の建築基準など

についての発表と検討が行われた。

以下，このスーパーハウスの建

設の背景と経緯，コストなどにつ

いて紹介するとともに，これから

の大型木造建築の展望などについ

て述べている。

国連環境開発会議にて採択さ

れた森林減少対策

前･林野庁計画課永目伊知郎

林業同友第354号

平成4年11月p.2～20

昨年6月にブラジルのリオデジ

ャネイロにて開催された国連環境

開発会議(UNCED)において，森

林問題については，森林の取り扱

いに関する原理・原則を規定した

｢森林原則声明」と21世紀までの

国際的な行動計画を規定した「ア

ジエンダ21…第11章森林減少対

策」がそれぞれ合意採用された。

森林原則声明について本稿では，

｢アジェンダ21…森林減少対策」

についてその訳文と議論となった

箇所の解説を行う。森林減少対策

に関するアジェンダ21は次の4

つのプログラム分野から構成され

ており，各分野は①行動の基礎

②目的，③活動，及び④実施方法，

から構成されている。

A・全ての種類の森林及び林地

の多機能確保

B.全ての森林の保護，持続経

営及び保全の向上と森林再生，

拡大造林，再造林及びその他

の森林再生手段を通じた劣化

した地域の緑化

C.森林及び林地の提供する財

とサービスの十分な価値評価
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を回復するための効率的な利

用と評価の促進

D.商業取引を含んだ森林とそ

の関連分野に関するプログラ

ム，プロジェクト及び活動の

計画，評価，系統的観察のた

めの能力の醸成と強化

熱帯アジアの人工造林

森林総合研究所桜井尚武

森林科学No.6

1992年10月p.18～27

熱帯地域の造林の歴史は決して

新しいものではなく，数千年前か

ら食糧上あるいは防護林，さらに

は宗教上の理由などから行われて

いた。1680年にはオランダ人によ

りスリランカにチークが植栽され，

1829年にはジャワにも植栽され

たという。植民地時代には，自国

の木材資源が欠乏した西欧諸国が

熱帯地域でチークやユーカリ類の

植林活動を始めるが，これが1900

年代以降に活発化してくる。また，

日本の熱帯経営時代にもパルプ原

料林として，さまざまな樹種の造

林が試みられた。各地で造林面積

が飛躍的に拡大するのは1960年

代で，これには地域需要充足に加

えて産業目的の原料林造成が大き

く寄与している。1970年代に入る

と荒地化した林地に森林を回復す

るための環境造林が始まり，やが

て地域住民の生活資材を確保する

ための住民林の造成が促進される

ようになってきた。今では早生樹

林はもとより，高価値樹林やフタ

バガキ科林などいろいろな樹種の

造林地が各地に見られる。

ここでは，熱静也域の造林事情

の一端として，フィリピンとイン

ドネシアで見たいくつかの事例を

紹介している。

林業技術No.6121993.3
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北海道大学農学部演習林研究

報告第49巻第2号

平成4年8月

北海道大学農学部演習林

ロドイツ林業と林産業の動向と諸

問題-1970年代以降の動向を

中心に

口北海道大学中川地方演習林銅蘭

川流域の森林構成

口北海道産ナラタケの生物的種と

形態的特徴

ロ北海道北部の落葉広葉樹林にお

ける繁殖期の鳥類群集

ロトドマツ精英樹よりつぎ木され

たクローン間の材質の比較(1)

－発足･愛知採取園の間伐木を

用いて

ロキクラゲとアラゲキクラゲの電

気的プロトプラスI､融合によるヘ

テロカリオンの形成

ロセイヨウハコヤナギ葉肉プロト

プラストからの幼植物体の再生

口硫酸を含む酢酸水溶液による常

圧パルプ化一北海ポプラ,エゾ

ノキヌヤナギおよびナガバヤナギ

のパルプ化

口旧ソ連極東における森林経営と

林産業の動向

ロサハリン中・南部における針葉

樹林の種構成と構造

ロハバロフスク市と南サハリン諸

都市におけるイエスズメRIsse7'

""zesﾒ海z心とスズメ没""""7zZzs

の分布状況

研究報告第19号

平成4年3月

神奈川県林業試験場

林業技術No.6121993.3

蕪こ二に紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか．顔布先でご覧下さ

るようお願いいたし議す｡lllillllliil

ロ神奈川県のスギ林における林外

雨，林内雨，樹幹流のpHと数種

の溶存成分調査

ロ神奈川県大山のモミ林枯損経緯

とその周辺地域の年輪幅の変化

新潟大学農学部演習林報告

第25号

平成4年2月

新潟大学農学部附属演習林

〔論文〕

口樹皮の炭化及び炭化物に関する

研究(2)

ロスギクローンの幼時の生長に及

ぼす土壌，施肥および耕転の効果

口栄養生長からみた若干の高木性

落葉広葉樹の年生活史について

ロ新潟市内国産材市場におけるス

ギ素材の形質因子と価格の相関関

係

ロトドマツの断面高別半径成長量

に対する成長曲線式の適合とその

パラメータの変化

〔研究資測

ロスギクローン別成長試験(1)

ロフランスにおける林業税制

□Gompertz成長IMI線式のパラ

メータの求め方の比較

口砂地飛砂量の高度分布

ロ佐渡大倉川2流域の流出特性の

比較

口木材の衝撃割裂強さについて

静岡県林業技術センター研究

報告第20号

平成4年3月

静岡県林業技術センター

ロヒノキおよびスギ精英樹系統間

の冠雪害差異一静岡県の次代

検定林における事例

口針葉樹の林内乾燥に関する研究

(II)－ヒノキの伐倒時におけ

る含水率及び葉枯らし効果

ロスギ・ヒノキ苗木を加害するコ

ガネムシ類の誘殺消長とその幼虫

の薬剤防除

研究報告第20号

平成4年3月

岐阜県林業試験場

ロヒノキ採穂園におけるカメムシ

被害防除

口訪花性誘引導で捕獲された昆虫

類

研究時報第18号

平成4年8月

大分県林業試験場

□1991年9月，台風19号により

発生した大分県における森林被害

の要因解析

研究報告第34号

平成4年3月

新潟県林業試験場

ロスギ採種園の種子生産技術(VI)

－ジベレリン処理方法と着花

および種子生産量

□1991年台風19号により佐渡郡

相川町の複層林に発生した風害

島根県林業技術センター研究

報告第43号

平成4年3月

島根県林業技術センター

ロミズメの組織培養一冬芽と

腋芽の培養による植物体再生

口島根県で初代発生したスギドク

ガの被害と生活史
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林 業関係行事 一覧

月3

区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

中
炎|溌目』｢全国林業婦人学習 ㈹全国林業改良普及協会，全国林業研究グループ樋鱸協餓会。目的：

近年林業の担い手として婦人の役割はますます高まってきている。こ
のためこれらを対象として，討議・意見交換等を行い，山村の婦人リ
ーダーの育成および蝿人林業グループ活動の活性化に責することを目
的とする。場所：麻布グリーン会館2F｢穂高の間｣。参加資格:(1)現
在林業に従事している者であること，(2)原則として55歳以下の婦人。
参加人員：40名(各都道府県1～2名，ただし旅蟹支給は1県につき
1名とし，25名限りとする。先着順）

全国銘木青年連合会，京都北山丸太生産協同組合，大阪銘木協同組合。
会場：京都パストラル（京都市北区衣笠北天神森町21）壷075-462-

郷:鶏燕鵬撫寅蝿鱒溌?蕊蕊澱議鯉鷆
して，広く一般に宣伝し，住宅資材としての銘木の大衆化を図り，銘
木に対する正しい知撤と認識の普及に努め銘木産業の振興発展に寄与
せんとするものである

柵日本ドウ・イット・ユアセルフ協会。会場：インテックス大阪2号
館・4号館・5号館(大阪市住之江区南港北1-5-102)。テーマ：｢夢あ
る生活，新発見／｣，主なイベント:mY体験コーナー,DIYスクー
ル，花と緑の相談コーナー，親子工作コンペほか

3.9～10

第11回銘青連全国優良銘
木展示大会表彰式

3．11〃

大 阪第7回'93日本DIYショウ
inOSAKA

3.12～14

(9：30
~5:00)

月4

区分 行事名 期間 E雌団体・会場・行事内容等

中 災 第16回束京国際グッドリ
ピングショー('93グッドリ
ピングショー）

樹東京国際見本市協会（東京都，東京商工会議所，日本貿易振興会，
東京国際貿易センターで描成)。会場：東京都中央区哨海｡東京国際見
本市会場。入場料金：一般500円，団体(20名以上)4(10円，通し券
1,000円。出品対象品目：ホームオートメーション，給湯.冷暖房.ソ
ーラー，キッチン・パス・サニタリー，家具・インテリア，ドア･窓・
シャッター，外壁・屋根，エクステリア，建築資材，傭報サービス，
CAD,ホピー，モデルハウス

主催§木造建築研究フォラム,福岡県田村郡三春町,三春町住宅研究会。
会場：福島県三春町民体育館cテーマ：歴史的まちなみのダイナミズ
ムー向こう三軒両隣の木造建築。入場:無料（ただし資料代実費）

主催：細青少年交友協会，共催：㈹国土緑化推進機樅。会場：日比谷
公園他全国の常設コースなど

4.20|～25

|住?誘騨I

木造建築研究フォラム
第22回公開フォラム

〃 1．24

(9：45
～17：00）

1．29平成5
全国グ
ー大会

年度みどりの日
リーンアドベンチャ

〃

青空フェ 4.29（東京）
<雨天中止＞
5.2（大阪）
<雨天時は3
日＞

側森林文化協会，くもん子ども研究所。テーマ：親と子のコミュニケ
ーションをもっと蝋かに／・東京会場：新宿御苑，大阪会場：日本万
国博覧会記念公園。参加料は無料（ただし公園入閲料は参加者負担）

ステイバル'93〃

第10回朝日グリーンセミ
ナー

ま
し
曜
休

月
と
土
は

側森林文化協会，朝日新聞社(中央区築地5-3-2
-5540-7686.定員：年間通し100人,各回50人。
24,000円，各回参加3.500円

朝日新聞社内)恋03
参加費用：年間通し

４
で
て
日
み

諭
藤
↑

〃

’

･講師の説明を聞きながら森林，海岸，湖沼を歩き，自然の仕組みを
理解してもらう

林業技術No.6121993.3

回

１
２
３
４
５
６
７
８

実施日

4．10

5．8

6．12

7．17

9．11

10．9

11．13

12．11

会場

長瀞（埼玉）

丹沢(神奈川）

城ヶ崎（静岡）

窟士山（〃）

芦ヶ久保（埼玉）

狭山丘陵（東京）

鎌倉(神奈川）

市川（千葉）

テーマ

山と花

田園の丘陵

海岸林

亜高山帯の植物

果樹の山村

武蔵野の面影

古都の森

都市の野鳥

諦師（予定）

栃原嗣雄・木村和恵

大原信男・福嶋司

渡辺満昭・渡辺高助

山中寅文・奥寓清

高橘良孝・村越信一

演谷稔夫・久保田鷹光

筒井辿夫・飯村武

唐沢孝一・蓮尾純子
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第39回林業技術賞についての予告

本会は,林業技術の向上に貢献し,林業の振興地に応用され,また広く普及され,あるいは多大

に功績があるものに対し，毎年林業技術賞を贈の成果を収めて，林業技術向上に貢献したと認
呈し表彰しておりますが，各支部におかれましめられる業績を表彰の対象としております。

ては本年度の受賞候補者のご推せんを平成5年本賞は，その結果を毎年5月に開催される総
3月末日までにお願いいたします。会の席上で発表し，表彰を行います。
なお『林業技術賞』は，その技術が多分に実

第39回林業技術コンテストについての予告

本会は，わが国林業の第一線で実行または指（1）営林署森林官，事業所主任またはこれに
導に従事して活躍している林業技術者が，それ準ずる現場関係職員
ぞれの職域において，林業技術の推進のため努（2）林業改良指導員(Ag)あるいは,都道府

力し，その結果得た研究の成果や貴重な体験等県有林機関の現場主任またはこれに準ずる
について具体的にその事例や成果を発表するた現場関係職員

めに，『林業技術コンテスト』を開催しておりま（3）森林組合その他団体，会社等の事業現場
す｡そして審査の結果,林業技術向上のために効で働く林業技術員
果があり，成績が優秀と認められた方を毎年総本年度は，平成5年4月20日までに各支部
会の席上で表彰しております。より，ご推せん方お願いいたします。
参加資格者は次の各号の一に該当する会員です。〔コンテストは平成5年5月下旬の予定〕

協会のうごき

◎海外出張

1．1月25日～2月5日，氏家参

事，田口主任研究員，吉村職員
を森林資源管理計画調査のため

チリ国に派遣した。

2.2月6～15日，小泉専務，渡辺

熱帯林管理情報センター所長を

熱帯林管理情報システム整備事
業のためカンボジア国に派遣し

た。

32月21～28日,鈴木理事長を海

外林業事前調査のため，同じく

増井課長を熱帯林管理情報シス
テム整備事業のためネパール国

に派遣した。

4.2月21日～3月6日,国際協力

事業団の依頼により，帰国研修
員（森林土壌集団研修コース）
のフォローアップチーム団員と

して，小林顧問をケニア，タン

ザニア国へ派遣した。

◎営林(支)局業務研究発表会

l1.20～21,名古屋営林支局・小

泉専務理事出席
2.1.28～29，北見営林支局・小泉
専務理事出席

3.2.2～4，大阪営林局・小林総
務部長出席

林業技術No.6121993.3

4.2.3，東京営林局･伏見理事出席

5.2.4～5，帯広営林支局･鈴木理

事長出席

6.2.9～10，北海道営林局･鈴木理

事長，旭川営林支局・井上経理

部長，函館営林支局・小林顧問，

長野営林局・照井常務理事各出

席

7.2.16～17，青森営林局・照井常

務理事，熊本営林局・鈴木理事

長各出席

8.2.18～19，前橋営林局・伏見理

事，高知営林局・小泉専務理事
各出席

9.2.25～26，秋田営林局・照井常
務理事出席

◎海外研修員の受入れ

国際協力事業団の依頼により次

のとおり研究員を受け入れた。

科目：森林航測等

国籍：モロッコ国，薪炭林計画調

査c/p

期間：2月15～19日，3月15～

17日，3月31～4月2日

研修員:Mr.AhmedZaakour

◎林業技士養成スクーリング研修
2月1～5日，本会会議室にお

いて，森林土木部門の研修を林野
庁治山課品川監査官ほかを講師と
して実施した。

◎調査研究部関係業務

2月5日,「自然特性に着目した

開発保全計画手法調査」平成4年
度第2回委員会を本会にて開催し

た。

◎技術開発部関係業務
2月16B,保全松林の総合的管

理手法開発に関する第2回委員会
を本会にて開催した。

2月16日,森林保護基盤整備推
進調査事業第2回委員会を本会に
て開催した。
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待望の新版成る．〃’泄紀は森林の時代'議林てなんだろう？森林はわたしたちの暮らしとどんな関係があるのだろう？

森と木の質問箱熟,胃鰄〒実費／30冊を超

一小学生のための森林教室一える場合弊社負担

森と木の質問箱

● 可

小学校5年生になると社会科で森林や林業のことを習います。

教科書には，森林は水をたくわえること，洪水や土砂くずれなど

の災害をふせいでいること，人や動物が幕らしやすい環境をつくっ

ていること，などが書いてあります。では，森林にはなぜこのよう

な働きがあるのでしょう。

また，森林に木を植え，りつばに育て上げるまでには，長い年月

と多くの人手がかかること，そのためにするいろいろな作業につい
ても書力､れて&､ます。それはなぜ必要なのでしょう。

「森と木の質問箱｣は，子供たちが授業をよく理解て､きるように，
当然もつであろうこれらの疑問に答える形で，森林とわたしたちの

燕らしとのかかわりをわかりやすく説明したものです。
たのしみながら学べるように，さし絵や写真をたくさん使ってb，

ます°

同名の書を昭和56年に発行し，好評裡に版を重ねてまいりました
が，このたび，小5社会科教科書に森林・林業項目が復活したのを

機に，時代の変化に則してすべて一新L､たしました。
旧版同様ご活用ください。

●お求めは,(社)日本林業技術協会事業部まで

BO3-3261-6969(事業部直通)FAXO3-3261-3044

織森･林･木のビギナーズガイド

私たちの森林
il鰯§的規模での環境問題として，クローズアップされ

〒102東京都千代田区六番町7番地

社団法人日本林業技術協会事業部へ
TEL(ロヨ)ヨ三G.1-eeSe(事業部直通）
FAX(ロヨ)s己B1－sp4q
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■タマヤの測定機器:飢象システム/測風経緯儀､データロガーKADECシリーズタ塾､測定システ

ム/ノーマルﾌﾞﾗﾑﾗｲﾝ装侭外部測堂機材測水/精密音響ill1深機､デジタル流速il・測吐/光

イー一戸ｲ弓

波測距儀川気象観測セット､小型同光器､回照器､水準測最用萢卓､水準測11t川プリン久ilil1峨川

六分機､マイクロメータ､三fl:分度雌デジタル面積測定器/PLANIXシリー窓エリアラインメータ

航海計器/航海川大分縦､デジタル航法計算機

図 タマヤ計測ジコテム慌式言社
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森林の100不思議
鶴騨篭蕊蕊醗鍔蝉 懲錦 鱗患鍵呵

●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執筆

調氷の伽きはどんな仕組みによるものなのか，1本1本の
木や草は，そこでどんな役割を果たしているのか｡いま,いろ
いろな角度から科学の光が当てられ，意外な事実の潜んでい
ることがわかってきた。

続｡森林の100不思議
「 ｜

I

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，

大学91名による執筆

Ｉ

林
業
技
術

森林を描成するさまざまな樹草や生き物たちの果たす役割，
また，森林が生み出す産物の不思議を,『森林の100不思議』
に続き，，蔚度な内容を平易な記述によって，しかも，より多
彩な|ﾉ1容について解説。

土の100不思議
L

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技術研究所，

農業研究センターほか85名による執筆 第
六
ワ
ニ
号
定
価
四
四
三
円
（
本
体
四
三
○
円
）
送
料
六
一
円

“母なる大地”というように,私たちの蝉らしのほとんどは
．上に依存している。化とは何か，土の不思議な働きと上をめ
ぐるさまざまな躯象を知ることは，地球環境を考えるうえで
も亜要である。

森の虫の100不思議
●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所,都道府県林業研究機関,農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

四/く割
2Wページ
定価,2Wl
(湫瞬,165棚)
」 虫の存在や行動は，画然界でどんな意味を持っているのか，
人間とどのようにかかわっているのか｡100不忠縦シリーズの
第3抑として，銅氷という舞台の名脇役・稽襲方たちの知ら
れざる繼態に迫る。

〒113東京都文京区本郷駒込6－14－9
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